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沖縄県における知的障害養護学校の

「総合的な学習の時間」の検討

～年間指導計画書を通して～

呉屋篤＊戸崎敬子…
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１９９９（平成11）年に告示された学習指導要領に「総合的な学習の時間」が規定され、知的障害

養讃学校中学部、高等部においても、他の校種と並んで2000年度より総合的な学習の時間の移行

措腫が開始された。当初その捉え方をめぐって一定の混乱が見られたが、実践が進められ－定の

蓄積を見てきた。しかし、2007年11月には、改正学習指導要領によって総合的な学習の時間が削

減される見通しであることが明らかになった。現在、総合的な学習の時間に関する実態的な総括

と蓄稲の検討が必要とされている。本研究では、沖細県の知的障害養趨学校中学部、高等部の年

間指導計画書（1999-2005）の分析を行い、総合的な学習の時間に関する内容の推移や傾向を明

らかにした。結果は次のとおりである。①総合的な学習の時間は、沖縄県のすべての知的障害義

甑学校において2000年度から開始された。②2000年度の内容は、前年度の教科や「領域．教科を

合わせた指導」から移行したものである。③2002年度より、独自な単元が設定される傾向が見ら

れ、以後そうした内容で定着を見せるようになった。④中学部・高等部ともに交流教育を内容と

するものが多い。また、中学部では環境美化に関する内容が多く、高等部では進路に関する内容

が多く見られた。

序 聾学校及び養護学校高等部学習指導要領」の中で、

｢総合的な学習の時間」が設けられた。実施時期

は小・中、高等学校と同時期である。また､､知的

障害養謹学校においては、「総合的な学習の時間」

を中学部から新設することになった。「総合的な

学習の時間」は平成10年７月の教育審識会におい

て実施が決定した。そして、同審議会では創設す

る趣旨を、「各学校が地域や学校の実態等に応じ

て創意工夫を生かして、特色ある教育活動を展開

できるような時間を確保すること」としているが、

この「総合的な学習の時間」が導入された背景に

は何があるのだろうか。

その背景に、導入の根拠の一つと考えられる次

のデータがある。文部省（現：文部科学省）が、

１．問題の所在と本研究の課題

１９９８（平成10）年、１９９９（平成11）年に、小学

校、中学校、高等学校の学習指導要領が改訂され、

新たに「総合的な学習の時間」が新設された（施

行は、小学校・中学校は2002年度、高等学校は

2003年度から)。盲・聾・養護学校においても、

1999（平成11）年度の「盲学校・聾学校及び養護

学校小学部・中学部学習指導要領」及び「盲学校、

､沖縄県立名護養護学校教員（臨時教員）

函障害児教育教室
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育課程上の位圃づけや実践等に関して、様々な意

見が出されている。三浦（2001)ど)は、「教育現

場では、『総合的な学習の時間」を何とかして意

味のある活動にしていこうとする努力は分かるが、

その展開の仕方については、未だ混沌としている

ようである」と述べている。これに関して、富永

(2003):'１は、「『領域・教科を合わせた指導」や

『自立活動』と言った固有の教育活動があるため、

小学校・中学校・高等学校の『総合的な学習の時

間』を盲・聾・養遡学校に適用するだけでは不十

分である」と述べている．ここで富永の言う、

｢領域・教科を合わせた指導」とは、「特に必要が

ある場合は、各教科、道徳、特別活動、および自

立活動の全部又は一部について合わせて授業を行

うことができる」ことを指している（学校教育法

施行規則第73条の１１第２項)。

一方、渡辺（1997)I)は、「1990年代に入り知

的障害児の教育は、学習指導要領解説などを根拠

にして『生活単元学習』『作業学習』中心の教育

が、そして『個別指導』を機軸にして教育方法が

展開される様相を示している」と述べている。こ

のように、知的障害養護学校の教育課程では、領

域・教科を合わせた指導が現場で重視されてきた。

そこに、「総合的な学習の時間」が新設されるこ

とになり、論議が生じることとなった。これにつ

いて、三浦（2001）は、「『総合的な学習の時間』

の取り組みに違いがみられるのは、知的障害養護

学校において、これまで伝統的に領域・教科を合

わせた指導である生活単元学習等が教育課程の中

心を占めてきたことも要因の一つ」であり、「『総

合的な学習の時間』と生活単元学習等とは、どの

ように峻別していくかが未だ明確になっていない

のである」と述べている。

この「総合的な学習の時間」と生活単元学習の

共通点及び相違点は何であろうか。まず、「総合

的な学習の時間」のねらいは３つあり、(1)自ら課

題を見付け、自ら学び、自ら考え、主体的に判断

し、よりよく問題を解決すること、(2)学び方やも

のの考え方を身に付け、問題の解決や探求活動に

主体的、創造的に取り組む態度を育て、自己の生

き方を考えることができるようにすること、(3)各

教科、道徳、特別活動及び自立活動で身に付けた

知識や技能等を相互に関連付け、学習や生活にお

平成10年に行った「学校教育に関する意識調査」

として、授業の理解度に関して鯛査を行った所、

小学生においては、授業の半分またはそれ以上が

分からない生徒が約30％を超え、中学生は約50%、

高校生に至っては約60％の生徒が授業の理解に困

難を示していることが分析結果に出た．また、学

校生活に関する質問では、楽しいと回答したのは、

小学生で約50％、中学生で約14％、高校生におい

ては約7％しかいないという結果が出た。これら

のことから、生徒達は、学校や授業に対する不満

があることが考えられる。そして、こうした現状

から、「学級崩壊」が教育現場で広がる様子をみ

せ、それに配慮して、分かる授業が提唱されるこ

とになった。このことについて、高階（1999)１１

は、「最近の子どもの学習状況をみると、学習意

欲が減退し、受験の圧力が強く、自ら学ぶ主体的

･な学習態度の形成を阻害している」との考えを示

した。そして、このような状況を打破するために、

「自ら学び、自ら考える問題解決的な学習活動を

大幅に取り入れることによって、主体的な学習態

度の形勢を図るならば、分かる喜び、解決できた

喜びで学習意欲が湧き上がり、かえって教科の学

力形勢に役に立つ」と述べた。これは、生徒が主

体性をもって学習に参加することが、学習への意

欲に繋がり、結果的に学力の維持増進になること

を意味していると考えられる。このようにして、

「総合的な学習の時間」は、教育現場において子

どもが学習へ参加することをねらいに、導入され

ることとなった。

そして、盲・聾・養趨学校においても、同審議

会において、この時間が導入されることとなった。

具体的には、「小学校、学校及び高等学校に準じ

て新たに『総合的な学習の時間』を加えて編成す

る」とし、ねらいに閲しては「障害のある幼児児

童生徒が自己の持つ能力や可能性を最大に伸ばし、

自立し、社会参加するための基盤となる『生きる

力』を培うこと」としていた。以上のことから、

「総合的な学習の時間」は小・中・商等学校と並

列して、教科別の指導に捉われない「横断的・総

合的な学習」が必要であることを根拠に盲・聾・

養護学校にも導入されることとなった。

しかし、実施以来、研究者や現場から、知的障

害養護学校における「総合的な学習の時間」の教
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いて生かし、それらが総合的に働くようにするこ

と、とある。また、内容は「国際理解、情報、環

境、福祉・健康など横断的・総合的な課題、児童

又は生徒の興味・関心に基づく課題、地域や学校

の特色に応じた課題などについて、学校の実態に

応じた学習活動を行うものとする｣、「自然体験や

ボランティア活動などの社会体験、観察・実験、

見学や調査、発表や討論、ものづくりや生産活動、

交流活動など体験的な学習、問題解決的な学習を

積極的に取り入れること」とされている（平成１１

年度学習指導要領)。

これらから、生活単元学習と「総合的な学習の

時間」において、横断的に学習することや、子ど

もの興味・関心を指導の中心に置くこと、生活経

験的学習であること等の共通点がうかがえる。ま

た、異なる点として、生活単元学習では、生活に

役に立つ知識や技能を各教科と関連させるといっ

た内容知を重視するが、「総合的な学習の時間」

では、問題の解決の方法を学ぶといった方法知を

重視することに指導の重点が置かれるようにみえ

る。さらに、生活単元学習では、教師が課題を設

定し主導するが、「総合的な学習の時間」では、

子ども自身による課題設定を大切にした上で、子

どもが主体となって授業が展開される点等が強調

される。以上のように、「総合的な学習の時間」

と生活単元学習の間には相違があるといえる。し

かし、「方法論的基礎をみると、『総合的な学習の

時間』と生活単元学習は、ともに体験や活動をも

とに展開されることから見かけ上では差異がなく

なる」（清水1997)5)ことによって、現場におい

て混乱が生じている。

さらに、2007年11月「中央教育審議会初等中等

教育分科会教育課程部会におけるこれまでの審議

のまとめ」から、2009年度には「新しい学習指導

要領」が実施されることが検討されている。この

背景には、2003年に行われたＯＥＣＤ生徒の学習

到達度調査（PISA）の日本の結果が前回（2000

年）の結果よりも下回った経緯がある。そのため、

これまでのゆとり教育を実践しても、子どもの学

力向上に直接結び付かないと判断し、学習指導要

領を改訂するに至ったと考えられる。従って、基

本理念は「生きる力を育むという基本理念」は変

わらないとしながらも、小・中学校の標準授業時

数において国語・算数（数学）・理科・社会等の

教科の授業時間は増加されるが、「総合的な学習

の時間」の授業時数は削減される。盲・聾・養護

学校の学習指導要領については、まだ触れられて

いないが、「総合的な学習の時間」が小・中学校

に準じて導入された経過を辿ると今後、盲・聾・

養謹学校でも削減されることが予想される。

このようにして、導入に至る過程で混乱しなが

らも、やがて定着しつつある中で、今後は時間数

の削減を図られることになったが、未だ現場にお

ける実態は検証されていない。これらのことを踏

まえ、本研究では、沖縄県において「総合的な学

習の時間」が導入され、2005年に至るまでの７年

間、教育課程上ではどのような変化があったか、

どのような目的・内容・方法で実践がなされてき

たか、領域や教科を合わせた指導との違いは何か

等を検討していく。その上で、成果や課題を明ら

かにし、削減されつつある「総合的な学習の時間」

における意義を見出すことを目的とした。

２．研究方法と手続き

沖縄県における知的障害養護学校中学部７校及

び高等部８校の年間指導計画書（平成11～17年度）

を収集し、それを基に沖縄県内で実践されている

｢総合的な学習の時間」の実態を把握する。具体

的な分析視点は以下の通りとする。

（１）「総合的な学習の時間」導入による教育課

程の変更

①平成11年度と平成12年度における授業時

間数の推移

②「総合的な学習の時間」に単位の読み替

えがなされた単元の平成11年度のねらい

と平成12年度における「総合的な学習の

時間」のねらいの比較

③平成11年度と平成12年度における単元の

推移

（２）「総合的な学習の時間」の推移

①平成12年度から平成17年度における「総

合的な学習の時間」の授業時間数の推移

②平成12年度から平成１７年度における「総

合的な学習の時間」のねらいの推移

③平成12年度から平成17年度における単元

の推移
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沖縄県における年間指導計画書にみる「総合的

な学習の時間」の分析

図２より、平成11年度から12年度にかけて、作

業学習から70時間の授業数の減少がみられる。

Ｌ中学部における「総合的な学習の時間」

の分析
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沖縄県の知的障害養護学校中学部における「総

合的な学習の時間」は平成12年から実施された。

従って、平成11年度までの教科、領域、教科・領

域を合わせた指導において、いずれかの授業時間

数が削減され、「総合的な学習の時間」の授業時

間に割り当てられることとなった。その分析を学

校毎に行った結果が図１～７である。

以下に図と伴に、平成11年度から削減された時

間数とその教科、領域、教科・領域を合わせた指

導の説明を記す。
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図３より、平成11年度から12年度にかけて生活

単元学習から70時間の授業数の減少がみられる。
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図４より、平成11年度から12年度にかけて、作

業学習から35時間、特別活動から35時間の授業数

の減少がみられる。
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図１より、平成11年度から12年度にかけて生活

単元学習から35時間、特別活動から35時間の授業

数の減少がみられる。 図５：Ｅ養護学校

図５より、平成11年度から12年度にかけて、生

活単元学習から210時間、特別活動から35時間、

授業数の減少がみられる。生活単元学習の210時

間の内、175時間は日常生活の指導の時間に当て

られた。従って、差し引いた35時間と、特別活動

の減少時間数35時間の合計70時間が「総合的な学

習の時間」として割り当てられたことが考えられ

る。
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沖縄県における知的障害養護学校の「総合的な学習の時間」の検討

Ｃ養慰学校

平成11年度の生活単元学習のねらいの一つに、

「『させられる子』ではなく、『やる子』を育てる」

とあり、また平成11年度の学習指導要領の「総合

的な学習の時間」のねらいには「自ら学び、考え

る力の育成を図る」とある。これらは、生徒の主

体性を培うことを重視することにおいて共通して

いる。
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図６：Ｆ養護学校

図６より、平成11年度から12年度にかけて、生

活単元学習から70時間の授業数の減少がみられる。 Ｆ養議学校

平成11年度の生活単元学習のねらいの一つに、

｢社会、文化に触れる機会をできるだけ多く持ち」

とあり、また平成11年度の学習指導要領の「総合

的な学習の時間」においては、「社会体験」や

｢自然体験」が内容の例として示されている。こ

れらは、地域と交流を図ることを重視することに

おいて、共通している。
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②作業学習と「総合的な学習の時間」との比較

（Ｄ養護学校）

以下に、作業学習が「総合的な学習の時間」と

して読み替えがなされた理由のひとつとして考え

られる、双方のねらいにおける共通部分を挙げる。

図７：Ｇ養護学校

図７より、平成11年度から12年度にかけて、作

業学習から35時間の授業数の減少がみられる。

（２）「総合的な学習の時間」に単位の読み替え

がなされた単元の平成11年度のねらいと平

成12年度における「総合的な学習の時間」

のねらいの比較

第１節の(1)で、生活単元学習・作業学習・特別

活動のいずれかの授業時間数が「総合的な学習の

時間」に移項されたことが分かった。ここでは、

以上に挙げた３つと「総合的な学習の時間」のね

らいの比較を行い、共通点を見出した。このこと

から、「総合的な学習の時間」がどのように捉え

られてきたかを推測することができると考える。

また、具体的なねらいの推移を表１に示す。

Ｄ養護学校

平成11年度の作業学習のねらいの一つに「草花

や野菜の栽培を通して、働くことの喜びをしり」

とあり、環境美化を重視していることが考えられ

る。一方、平成11年度の学習指導要領の「総合的

な学習の時間」の内容の例示に「環境」が示され

ており、共通点が見られる。具体的には、平成１３

年度の「総合的な学習の時間」のねらいに「豊か

な体験の場（環境教育等）を設定し、主体的、想

像的に取り組む態度を養う」として、ねらいが反

映された。

①生活単元学習と「総合的な学習の時間」との

比較

以下に、生活単元学習が「総合的な学習の時間」

として読み替えがなされた理由のひとつとして考え

られる、双方のねらいにおける共通部分を挙げる。

※Ａ・Ｅ養護学校は年間指導計画書に生活単元学

習のねらいが記載されていないため、Ｃ・Ｆ養護

学校との比較を行う。

③特別活動と「総合的な学習の時間」との比較

（，．Ｅ養護学校）

以下に、特別活動が「総合的な学習の時間」と

して読み替えがなされた理由のひとつとして考え

られる、双方のねらいにおける共通部分を挙げる。
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琉球大学教育学部：障害児教育実践センター紀要第９号

Ｄ養醗学校

Ｈ１１．１２の資料なし

Ｄ養甑学校

平成11年度の特別活動のねらいの一つに「日常

生活をより自発的・発展的に行うための生活態度

を育てる」とあり、平成11年度の学習指導要領の

｢総合的な学習の時間」のねらいには「自ら学び、

考える力の育成を図る」とあり、生徒の主体性を

培うという点において共通している。

Ｅ養議学校（Hl2の資料なし、Ｈ１３年と比較）

平成11年度の生活単元学習から、「宿泊学習に

向けて」・「交流会」・「社会見学に向けて」・

｢クリスマス会」といった単元が「総合的な学習

の時間」として引き継がれた。

Ｅ養霞学校

平成11年度の特別活動のねらいで「自発的活動

を促進し」とあり、平成11年度の学習指導要領の

｢総合的な学習の時間」のねらいには「自ら学び、

考える力の育成を図る」とある。このことから、

生徒の主体性を培うという点において共通してい

る。

Ｆ養騒学校

平成11年度の生活単元学習と共通した単元はな

く、「中庭の澗掃」「学内清掃」「花の種まき」「花

のポット植え」「親子草花作り」といった環境美

化に関する活動が「総合的な学習の時間」として

取り入れられた。

(3)平成１１年度と平成12年度における単元の推移

７つの学校において平成12年度に設定された

｢総合的な学習の時間」の単元は、平成11年度の

生活単元学習・作業学習の内容から－部引き継が

れた。また、平成11年度とは全て異なる単元を設

定した学校もあった。

具体的な単元の推移は表２に示し、以下に説明

を記す。

Ｇ養誕学校

平成11年度の生活単元学から、地域の行事であ

る「マリンアドベンチャー」が移行された。また

｢お年寄りといっしょに」「地域と触れ合おう」

｢郷土の行事を体験しよう」といった地域交流等

が「総合的な学習の時間」として取り入れられた。

２．中学部における「総合的な学習の時間」の推

移

（１）平成12年度から17年度における「総合的な

学習の時間」の授業時間数の推移

ｌの(1)において、平成11年度と平成12年度の教

科、領域、領域教科を合わせた指導の授業時間数

を比較することで、「総合的な学習の時間」にお

ける授業時間数がどのように確保されたかを見る

ことができた。ここでは、それ以降の平成１２年度

から17年度までの、「総合的な学習の時間」にお

ける時間数の増減を見ることで各学校の傾向を探っ

た。

それぞれの学校における具体的な授業時間数

の推移は以下の通りである。

Ａ～Ｄ養護学校･･･平成12年度の70時間からほぼ

変化なし。

Ｅ養護学校･･･平成１２．１３年度は70時間、平成１４

年度以降は４時間と時間数の減少

がみられた。

Ｆ養謹学校･･･平成１２．１３．１４．１５年度は70時間、

Ａ養霞学校

平成11年度の作業学習から「野菜の植え付け」・

｢学級園の手入れ」・「畑・周辺の整備」等の単

元が「環境美化の活動」として「総合的な学習の

時間」に引き継がれた。

Ｂ養霞学校

平成11年度の作業学習の全体作業（園芸班、木

工班、調理班、美術班、土作り班、被服班）の内

容をいくつか変更し（調理班→家庭被服班→手

工芸)、「交流会」を付け加え、「総合的な学習の

時間」とした。

Ｃ養誕学校

平成11年度の生活単元学習から、「臨海学校」・

｢社会見学」・「交流学習」等、主に校外学習に

あたる単元が「総合的な学習の時間」として引き

継がれた。
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沖縄県における知的障害養霞学校の「総合的な学習の時間」の検討

平成16年度以降は40時間と時間数

の減少がみられた。

Ｇ養護学校･･･平成12年度の35時間からほぼ変化

なし。

７つの学校において平成12年度に設定された

｢総合的な学習の時間」は、単元の入れ替えが行

われ、平成14.15年度にはそれぞれの学校で定着

してきた。具体的には、以下の通りである。（表

２参照）

この傾向から、Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ、Ｇの５校にお

いて、導入時期と授業数に変化がないことが分か

る。しかし、Ｅ、Ｆ養艘学校においては授業時間

数に減少がみられた。この減少理由の一つとして、

導入前の生活単元学習の時間に再度移行されたこ

と等が挙げられる。従って、「総合的な学習の時間」

の内容がまだ定蒲していないことが推測される。

(2)平成12年度から17年度における「総合的な学

習の時間」のねらいの推移（表１参照）

ねらいの推移については、それぞれの学校とも

に平成12年度に設定したものから内容に多少の変

化がみられるものの、平成14,15年から定着する

傾向を示していった。Ａ～Ｇ養窺学校の７校とも

に、ねらいは学習指導要領に沿ったものが多かっ

た。

例えば、Ｃ養誕学校のねらいは「自分自身を含

めた、周りの自然環境及び社会の仕組みに興味・

関心を持ち、自ら陳題を見つけ、学び方やものの

考え方を身につけ主体的に取り組む態度を養う」

とあり、これは学習指導要領のねらいの(1)(2)の内

容を反映したものと考えられる。また、Ｅ養謹学

校は「自然環境｣、Ｇ養讃学校は「地域の文化や

自然」をねらいに盛り込んでいたが、これは学習

指導要領にある「環境」「地域や学校の特色に応

じた課題」に基づき、それぞれの学校の地域性を

｢総合的な学習の時間」として取り込んだものと

思われる。

この中でも特に、Ｂ養窺学校は平成13年度から、

学習指導要領に沿いつつも独自のねらいを設けて

おり、その内容は「総合的な学習の時間」に「遊

び」を取り込んでいた。具体的には、「自ら好む

遊びを選び、それを展開させることによって学校

生活及び学習への積極性・自主性を育てる」とあ

り、生徒が好む遊びを授業に取り入れ、主体的に

活動できる環境をつくることを重視していた。

Ａ養甑学校

平成14年度から、学校周辺における地域性を活

かし、学習指導要領の『環境』・『ものつくり』の

内容を中心に、４つの班を編成して定着した。

Ｂ養誕学校

この学校は他の学校より内容の定着が早かった。

また、学習内容に「遊び」が盛り込まれ、学校独

自の「総合的な学習の時間」を展開した。また、

その他にも他中学校との交流、映画鑑賞、パネル

シアター等、校外へ出ての活動や製作活動が盛り

込まれた。

Ｃ養議学校

平成14年度から、学習指導要領の「総合的な学

習の時間」における内容の例示とされる『自然体

験』『交流活動』『環境』を基に、学習内容が定着

した。特に、「蝶の飼育」は他の学校には設定さ

れておらず、「環境教育」を学校独自の観点で

｢総合的な学習の時間」に取り入れていた。

Ｄ養霞学校

平成15年度から学習指導要領の「総合的な学習

の時間」における内容の例示とされる『交流活動」

『環境』を基に、「交流教育（来校・訪問)」「１人

１鉢運動」等の学習内容が定藩した。

特に、この学校の特色として「就業体験」が同

じく平成15年度から設定された。中学部から就業

体験を設定しているため、教師の生徒への将来に

対する意識が高いことが考えられる。

Ｅ養議学校

平成15年度から学習指導要領の「総合的な学習

の時間」における内容の例示とされる『交流活動』

『社会体験』を基に、「交流会（地域交流・学校間

交流・国際理解交流)」「工場見学」等の学習内容

が定着した。

(3)平成12年度から17年度における「総合的な学

習の時間」の単元の推移
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け
る
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養
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中
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縫
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Ｃ
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性
を

育
て
る
。

H
1
3
と
同
じ

Ｈ
1
５
（
2
0
0
3
）

Ｃ
ｌ
生
徒
個
々
の
興
味
．

関
心
に
基
づ
く
体
験

的
な
活
動
を
通
し
て
、

自
ら
学
ぶ
ﾉ
｣
を
養
う
。

(
二
)
班
活
動
を
通
し
て
．

皆
と
協
力
し
楽
し
く

行
動
で
き
る
態
度
を

身
に
つ
け
る
。

Ｈ
１
４
と
同
じ

H
1
3
と
同
じ

1
６
（
2
0
0
4
）

1
1
1
5
と
同
じ

Ｈ
Ｍ
と
同
じ

(
'
１
$
１
．
２
年
）

●
自
分
自
身
を
含
め
た
、

Ｈ
1
７
（
2
0
0
5
）

H
1
5
と
同
じ

H
1
4
と
同
じ

(
中
１
）

○
身
の
周
り
の
環
境
及
び
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Ｃ
養
纏

学
枝

を
さ
せ
る
。

○
社
会
生
活
に
必
要
な

習
慣
を
身
に
つ
け
る
。

○
「
さ
せ
ら
れ
る
子
」

で
は
な
く
「
や
る
子
」

を
育
て
る
。

○
生
徒
個
々
に
成
就
感

を
味
合
わ
せ
る
。

む
こ
と
を
目
指
し
、

自
ら
学
び
、
考
え
る

力
の
育
成
を
図
る
゜

○
生
涯
に
わ
た
っ
て
生

徒
が
地
域
の
中
で
活

動
で
き
る
素
地
を
鍵

￣ つ
゜

社
会
の
仕
組
み
に
輿

味
・
関
心
を
持
ち
、

自
ら
課
題
を
見
付
け
、

学
び
方
や
物
の
見
方

を
身
に
つ
け
主
体
的

に
取
り
組
む
態
度
を

養
う
。

○
生
徒
の
興
味
・
関
心

に
基
づ
く
課
題
や
、

地
域
や
学
校
に
応
じ

た
学
校
の
特
色
に
応

じ
た
媒
題
等
に
つ
い

て
学
習
課
題
や
活
動

を
設
定
し
指
導
を
展

開
す
る
。

H
1
3
と
同
じ

1
1
1
3
と
同
じ

周
り
の
自
然
環
境
及

び
社
会
の
仕
組
み
に

興
味
・
関
心
を
持
ち
、

自
ら
課
題
を
見
付
け
、

学
び
方
や
も
の
の
考

え
方
を
身
に
つ
け
主

体
的
に
取
り
組
む
態

度
を
婆
う
゜

○
生
徒
の
興
味
・
関
心

に
基
づ
く
課
題
や
、

地
域
や
学
校
に
応
じ

た
学
校
の
特
色
に
応

じ
た
課
題
等
に
つ
い

て
学
習
課
題
や
活
動

を
設
定
し
指
導
を
展

開
す
る
｡
（
３
年
）

○
地
域
の
生
活
環
境
に

興
味
関
心
を
持
ち
、

主
体
的
に
生
活
課
題

を
解
決
し
て
い
く
態

度
を
養
う
。

○
各
授
業
と
連
携
し
、

学
校
や
地
域
の
生
活

環
境
の
特
色
に
応
じ

た
課
題
を
通
し
て
、

指
体
的
に
問
題
解
決

す
る
〃
を
養
う
。

社
会
の
仕
組
み
に
興

味
を
持
ち
、
自
ら
裸

題
を
見
付
け
主
体
的

に
取
り
組
む
。

○
集
嗣
の
中
で
友
達
と

関
わ
り
、
協
力
し
て
学

習
を
進
め
､
創
意
工
夫

を
し
て
作
り
上
げ
た

り
育
て
た
り
す
る
。

○
自
分
の
思
い
や
願
い

を
、
学
習
を
を
押
し

て
業
現
し
よ
う
と
す

る
０ (
中
２
）

○
自
分
の
周
り
の
生
活

環
境
や
自
然
環
境
及

び
社
会
の
仕
組
み
等

に
興
味
関
心
を
持
つ
。

○
問
題
や
課
題
に
気
付

き
、
主
体
的
に
取
り

組
む
態
度
を
鍵
う
゜

(
中
３
）

○
自
分
自
身
を
含
め
た
、

周
り
の
自
然
環
境
及

び
仕
組
み
等
に
興
味
．

関
心
を
持
ち
、
自
ら

課
題
を
見
付
け
、
学

び
方
や
も
の
の
考
え

力
を
身
に
つ
け
主
体

的
に
取
り
組
む
態
度

を
養
う
。

○
生
徒
の
興
味
・
関
心

に
基
づ
く
課
題
や
、

地
域
や
学
校
に
応
じ

た
学
校
の
特
色
に
応

じ
た
課
題
等
に
つ
い

て
学
習
課
題
や
活
動

を
設
定
し
指
導
を
展

開
す
る
。

Ｄ
養
感

学
校

特
別
活
動
（
中
１
）

○
身
辺
生
活
の
処
理
に
関

わ
る
技
能
を
高
め
る
。

○
日
常
生
活
を
よ
り
自
立

的
・
発
展
的
に
行
う
た

総
合
的
な
学
習
の
時
間

･
資
料
な
し

○
生
徒
の
興
味
・
関
心
や

発
逮
段
階
に
基
づ
き
、

遇
か
な
体
験
の
場
（
就

業
体
験
・
交
流
教
育
・

環
境
教
育
等
）
を
設
定

H
1
3
と
同
じ

H
1
3
と
同
じ

H
1
3
と
l
可
じ

H
1
3
と
同
じ
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D
獲
麺

学
校

め
の
生
活
態
度
を
育
て

る
。
（
パ
ソ
コ
ン
）
作

業
学
習
（
園
芸
班
）

○
い
ろ
い
ろ
な
作
業
を
体

験
さ
せ
て
、
諸
作
業
の

基
礎
的
な
知
識
と
技
能

を
身
に
つ
け
る
。

○
働
く
意
味
、
体
力
、
協

力
心
、
忍
耐
力
を
養
い
、

働
く
力
、
生
活
す
る
力

を
高
め
る
。

○
草
花
や
野
菜
の
栽
培
を

j
U
H
し
て
、
働
く
こ
と
の

喜
び
を
知
り
、
進
ん
で

１
１
:
単
に
参
加
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

し
、
主
体
的
、
創
造
的

の
取
り
組
む
態
度
を
義

￣ つ
。

H
1
3
と
同
じ

H
1
3
と
同
じ

H
1
3
と
同
じ

Ｅ
縫
讃

学
枝

生
活
単
元
学
習
、
年
計
に

ね
ら
い
の
記
入
な
し
特
別

活
動

○
自
発
的
活
動
を
促
進
し
、

で
き
る
だ
け
生
徒
の
力

で
よ
り
よ
い
活
動
が
で

き
る
よ
う
に
す
る
。

総
合
的
な
学
習
の
時
間

･
資
料
な
し

○
自
分
自
身
を
含
め
た
、

ま
わ
り
の
自
然
環
境
及

び
社
会
の
仕
組
み
等
に

興
味
･
関
心
を
持
ち
、

自
ら
課
題
を
見
付
け
、

学
び
方
や
物
の
見
方
を

身
に
つ
け
て
、
主
体
的

に
取
り
組
む
態
度
を
鍵

つ
゜

○
生
徒
の
興
味
・
関
心
に

基
づ
く
課
題
や
、
地
域

や
学
校
の
特
色
の
応
じ

た
課
題
等
に
つ
い
て
学

習
媒
題
や
活
動
を
設
定

し
指
導
を
展
開
す
る
。

H
1
3
と
同
じ

H
1
3
と
同
じ

H
1
3
と
同
じ

H
1
3
と
同
じ

Ｆ
盤
瓢

学
校

生
活
単
元
学
習

○
他
教
科
、
領
域
、
合
わ

せ
た
指
導
と
連
携
し
、

自
力
で
生
活
課
題
を
解

決
し
て
行
く
意
欲
や
力

を
育
て
る
。

○
本
物
の
社
会
、
文
化
に

触
れ
る
機
会
を
で
き
る

だ
け
多
く
持
ち
、
現
在

及
び
将
来
の
社
会
生
活

を
送
る
う
え
で
必
要
な

知
識
や
技
能
を
身
に
付

総
合
的
な
学
習
の
時
間

○
環
境
美
化
活
動
を
通
し

て
、
身
近
な
環
境
に
目

を
向
け
環
境
に
対
す
る

意
識
を
高
め
る
。

○
地
域
の
人
々
と
の
交
流

を
図
り
生
活
体
験
を
豊

か
に
す
る
。

○
集
団
で
の
活
動
を
通
し

て
、
協
調
性
や
仲
間
意

識
を
育
て
る
。

○
教
科
別
、
領
域
別
の
指

導
、
領
戦
教
科
を
合
わ

せ
た
指
導
と
連
携
し
、

自
力
で
生
活
課
題
を
解

決
し
て
い
く
意
欲
や
力

を
育
て
る

○
地
域
の
具
体
的
環
境
に

触
れ
る
機
会
を
通
し
て
、

実
社
会
へ
の
関
心
を
深

め
、
社
会
生
活
を
送
る

上
で
、
必
要
な
知
識
や

技
能
を
身
に
つ
け
る
。

H
1
3
と
同
じ

H
1
3
と
同
じ

○
長
期
目
標
・
地
域
の
具

体
的
環
境
に
触
れ
る
機

会
を
通
し
て
、
実
社
会

へ
の
関
心
を
深
め
、
社

会
生
活
を
送
る
上
で
、

必
要
な
知
識
や
技
能
を

身
に
つ
け
る
。
・
問
題

解
決
す
る
活
動
や
話
し

合
い
活
動
を
通
し
て
地

域
社
会
の
人
々
や
生
徒

同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
関
係
を
充
実
さ

Ｏ
各
教
科
、
道
徳
及
び
特

別
活
動
で
身
に
つ
け
た

知
識
や
技
能
を
相
互
に

関
連
付
け
、
学
校
・
地

域
行
事
・
学
校
間
交
流

等
の
体
験
的
な
学
習
の

機
会
を
通
し
て
、
身
の

ま
わ
り
の
事
象
に
興
味
.

関
心
を
深
め
、
自
ら
考

Ｊ
Ｌ
、
活
動
す
る
態
度
を

育
て
る
。
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け
さ
せ
る
。
協
力
し

て
問
題
解
決
す
る
活

動
や
話
し
合
い
活
動

を
通
し
て
生
徒
ど
う

し
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
関
係
を
充
実

さ
せ
、
お
互
い
に
学

び
あ
う
集
団
を
作
る
。

○
問
題
解
決
す
る
活
動

や
話
し
合
い
活
動
を

通
し
て
地
域
社
会
の

人
々
や
生
徒
同
士
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
関
係
を
充
実
さ
せ

協
同
し
て
い
く
力
を

育
て
る

｡

せ
脇
同
し
て
い
く
力
を

育
て
る
。

Ｇ
養
鎮

学
枝

推
活
単
元
学
習
年
計
に
ね

ら
い
の
記
入
な
し

総
合
的
な
学
習
の
時
間

○
地
域
や
学
校
の
実
態
、

又
は
、
生
徒
の
状
態
や

発
達
段
階
に
応
じ
た
地

域
の
計
画
的
な
活
用
を

通
じ
て
領
域
・
救
科
を

合
わ
せ
た
指
導
と
の
関

連
を
図
り
な
が
ら
、
自

ら
学
び
、
自
ら
考
え
主

体
的
に
判
断
で
き
る
力

を
育
て
る
。

年
計
に
な
し

年
計
に
な
し

○
生
徒
の
実
態
に
応
じ
て
、

｢
地
域
の
文
化
や
自
然
」

｢
福
祉
・
健
康
」
に
関

す
る
学
習
に
注
目
し
、

地
域
の
人
々
と
の
交
流

や
野
外
学
習
(
フ
ィ
ー

ル
ド
ワ
ー
ク
）
を
通
し

て
生
徒
た
ち
が
興
味
と

関
心
を
高
め
る
事
を
捕

導
の
目
標
と
す
る
。
ま

た
、
学
習
活
動
に
お
い

て
は
、
生
徒
個
々
に
与

え
た
「
係
り
」
や
「
学

習
課
題
」
を
責
任
持
っ

て
取
り
組
む
中
で
、
生

徒
個
々
の
道
徳
性
の
向

上
を
図
る
事
も
学
習
目

標
と
す
る
。

○
生
徒
の
実
態
に
応
じ
て

興
味
関
心
を
高
め
る
よ

う
な
題
材
を
設
定
し
、

自
ら
進
ん
で
取
り
組
む

よ
う
に
す
る
。

○
身
近
な
自
然
や
文
化
に

関
心
を
持
つ
。

○
近
隣
の
同
世
代
の
中
学

生
や
地
域
の
方
々
と
の

ふ
軌
あ
い
を
通
し
て
、

よ
り
よ
い
人
間
関
係
を

築
く

＠

H
1
6
と
同
じ



表
２
沖
縄
県
に
お
け
る
各
知
的
障
害
養
護
学
校
の
「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」
の
単
元
の
推
移
（
中
学
部
）

餌舞汁繩蝉翔催盟恥爵畷詞簿朝澗露庁ぐむ１識鯛識⑫血

の』

年
l
l
f
よ
り

Ａ
錠
鬮
学
校

B
捜
劇
学
校

Ｈ
1
１
（
1
9
9
9
）

作
業
学
習

○
教
室
の
整
理

○
野
菜
の
植
え
付
け

○
学
級
園
の
手
入
れ

○
全
体
澗
掃

○
畑
、
周
辺
の
警
備

○
学
級
園
の
手
入
れ

○
み
ん
な
で
収
穫
し
よ
う

○
校
内
及
び
現
場
実
習

(
)
ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
植
え
付

け

(
)
畑
の
耕
起

○
野
菜
の
植
え
付
け

○
ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
収
種

全
体
作
業

(
)
園
芸
班

○
木
工
班

(
)
調
理
班

○
美
術
班

○
土
作
り
班

○
被
服
B
Ｉ
Ｅ

Ｈ
1
２
（
2
0
0
0
）

総
合
的
な
学
習
の
時
間

Ｃ
生
徒
会
の
活
動

○
移
動
の
力

○
環
境
美
化
の
活
動

○
興
味
あ
る
活
動

○
交
流
の
活
動

○
体
験
学
習

○
生
徒
会
の
活
動

総
合
的
な
学
習
の
時
間

○
Ｉ
班
（
木
T
:
）

○
Ⅱ
班
（
手
工
芸
）

○
m
班
（
美
術
）

○
Ⅳ
班
（
上
作
り
）

○
Ｖ
班
（
家
庭
）

○
Ⅵ
班
（
園
芸
）

○
交
流
会

３
（
2
0
0
1
）

◎
班
活
動

○
美
化
班

.
「
き
れ
い
な
学
校
」
と

は

･
花
を
咲
か
せ
よ
う

・
木
を
大
切
に
し
よ
う

○
も
の
作
り
班

・
材
料
を
見
付
け
よ
う

・
何
か
を
作
ろ
う

○
自
然
観
察
班

.
探
し
て
み
よ
う

.
i
Ｎ
ｉ
ぺ
て
み
よ
う

・
飼
っ
て
み
よ
う

◎
全
体
活
動

･
環
境
美
化
の
日

・
興
味
あ
る
活
動

○
好
き
な
遊
び
を
選
ん
で

遊
ぼ
う

1
.
体
育
的
遊
び
（
サ
ッ
カ
ー

等
ポ
ー
ル
ゲ
ー
ム
）

2
.
美
術
的
遊
び
（
駿
画
／

エ
作
等
）

ａ
音
楽
的
遊
び
（
ダ
ン
ス

/
カ
ラ
オ
ケ
等
）

○
映
画
を
見
よ
う

○
校
外
へ
出
よ
う

○
中
学
部
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー

写
典
展

(
)
水
遊
び
を
し
よ
う

○
お
祭
り
を
し
よ
う

○
段
ボ
ー
ル
箱
を
使
っ
て

○
ク
リ
ス
マ
ス
パ
ネ
ル
シ

ア
タ
ー

○
中
文
連
文
化
祭
、
学
習

発
表
会
に
向
け
て

○
１
年
間
の
反
省
と
ア
ン

ケ
ー
ト

1
1
1
4
（
2
0
0
2
）

○
班
活
動

○
美
化
班

．
「
き
れ
い
な
学
校
｣
と
は

･
花
を
咲
か
せ
よ
う

･
木
を
大
切
に
し
よ
う

○
も
の
作
り
班

．
探
し
に
い
こ
う

｡
作
っ
て
み
よ
う

Ｃ
自
然
観
察
班

.
探
し
て
み
よ
う

.
調
べ
て
み
よ
う

・
飼
っ
て
み
よ
う

Ｃ
'
そ
れ
い
け
班

･
見
て
み
よ
う

･
触
っ
て
み
よ
う

･
や
っ
て
み
よ
う

○
全
体
活
動

･
環
境
美
化
の
日

･
ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
栽
培

○
好
き
な
遊
び
を
選
ん
で

遊
ぼ
う

①
体
育
的
遊
び
（
ポ
ー
ル

ゲ
ー
ム
等
）

②
､
美
術
的
遊
び
（
絵
画
／

工
作
等
）

③
音
楽
的
遊
び
（
ダ
ン
ス

／
カ
ラ
オ
ケ
等
）

④
趣
味
に
類
す
る
遊
び

○
校
外
へ
出
よ
う
（
ウ
ォ
ー

ク
ラ
リ
ー
）

○
水
遊
び
を
し
よ
う

○
映
画
を
見
よ
う

○
美
里
中
と
の
交
流
会

○
作
っ
て
遊
ぼ
う

Ｃ
中
学
部
祭
り

○
段
ボ
ー
ル
を
使
っ
て

Ｏ
ク
リ
ス
マ
ス
パ
ネ
ル
シ

ア
タ
ー

○
学
習
発
表
会
に
向
け
て

○
卒
業
､
修
了
式
作
品
製
作

１
１
１
５
（
2
0
0
3
）

○
班
活
動

(
=
)
花
咲
く
兄
さ
ん

．
「
き
れ
い
な
学
校
」
と

は

･
花
を
咲
か
せ
よ
う

･
収
穂
し
よ
う

(
)
マ
ス
タ
ー

｡
探
し
に
い
こ
う

．
作
っ
て
み
よ
う

○
カ
メ
ッ
ク
ス

．
探
し
て
み
よ
う

．
調
べ
て
み
よ
う

･
飼
っ
て
み
よ
う

'
つ
に
っ
こ
に
こ
班

・
見
て
み
よ
う

･
触
っ
て
み
よ
う

･
や
っ
て
み
よ
う

○
み
ん
な
の
時
間
を
楽
し

も
う
（
オ
リ
エ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
）

○
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
を
し

よ
う

･
３
人
/
9
人
グ
ル
ー
プ
で

.
固
い
物
を
し
よ
う

(
)
水
遊
び
を
し
よ
う

(
ブ
ー
ル
遊
び
）

○
交
流
会

○
作
っ
て
楽
し
も
う

①
遊
ぶ
も
の
を
作
ろ
う

(
遊
具
、
お
も
ち
ゃ
、

ゲ
ー
ム
等
）

②
学
校
に
役
に
立
つ
も
の

を
作
ろ
う
（
閏
板
に
よ

る
共
同
製
作
）

○
学
習
発
表
会
に
向
け
て

○
壁
画
を
作
ろ
う
九

○
１
年
を
振
り
返
ろ
う

Ｈ
1
６
（
2
0
0
4
）

、
班
活
動

Ｏ
全
体
活
動

･
や
り
た
い
も
の
は
何
で

す
か
？

･
ピ
オ
ト
ー
プ
を
作
ろ
う

･
発
表
し
よ
う

Ｃ
ｌ
花
咲
け
兄
さ
ん

．
「
き
れ
い
な
学
校
」
と

は

･
花
を
咲
か
せ
よ
う

･
収
穫
し
よ
う

.
作
っ
て
み
よ
う

･
撮
っ
て
み
よ
う
（
観
察

し
よ
う
）

（
）
マ
ス
タ
ー

．
探
し
に
い
こ
う

.
作
っ
て
み
よ
う

．
育
て
て
み
よ
う

Ｃ
ス
ー
パ
ー
カ
メ
ッ
ク
ス

．
探
し
て
み
よ
う

.
調
べ
て
み
よ
う

・
飼
っ
て
み
よ
う

Ｏ
へ
む
へ
む
班

･
見
て
み
よ
う

･
触
っ
て
み
よ
う

･
や
っ
て
み
よ
う

Ｃ
'
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

(
_
)
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
を
し

よ
う
（
買
い
物
を
し
よ

う
）

(
)
水
遊
び
を
し
よ
う
(
プ
ー

ル
遊
び
）

Ｃ
映
画
を
見
よ
う
（
チ
ケ
ッ

卜
を
利
用
す
る
）

Ｏ
交
流
会

○
作
っ
て
楽
し
も
う

①
遊
ぶ
も
の
を
作
ろ
う

(
お
も
ち
ゃ
､
ゲ
ー
ム
等
）

②
学
校
に
役
に
立
つ
も
の

を
作
ろ
う

(
二
)
学
習
発
表
会
に
向
け
て

○
卒
業
式
へ
向
け
て

Ｃ
ｌ
年
を
振
り
返
ろ
う

Ｈ
1
７
（
2
0
0
5
）

○
班
活
動

○
全
体
活
動

･
や
り
た
い
も
の
は
何
で

す
か
？

・
ビ
オ
ト
ー
プ
を
作
ろ
う

･
発
表
し
よ
う

(
二
)
花
美

．
「
き
ｵ
l
い
な
学
校
」
と

は

･
花
を
咲
か
せ
よ
う

.
収
穫
し
よ
う

.
作
っ
て
み
よ
う

‐●いら』■■■ロロヶ■－Ｄ■■■『

てうジに
っよりし

撮しオ探
．○．

み
よ
う
（
観
繋

ジ
ナ
ル
マ
ス
タ
ー

に
い
こ
う

．
作
っ
て
み
よ
う

○
カ
メ
ッ
ク
ス

.
探
し
て
み
よ
う

．
調
べ
て
み
よ
う

・
飼
っ
て
み
よ
う

○
ウ
ン
パ
ッ
パ
班

･
見
て
み
よ
う

･
触
っ
て
み
よ
う

･
や
っ
て
み
よ
う

○
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

Ｏ
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー

(
(
)
平
和
学
習

'
･
交
流
会

○
つ
く
っ
て
楽
し
も
う

○
学
習
発
表
会
に
向
け
て

○
卒
業
式
に
向
け
て

○
一
年
を
振
り
返
ろ
う
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C
養
議
学
校

生
活
単
元
学
習

Ｏ
新
し
い
学
級

○
春
の
遠
足

○
探
検
し
よ
う

○
私
の
家
族

○
歯
の
衛
生
月
間
に
向
け

て

○
林
間
学
校

○
慰
鍵
の
日

○
お
楽
し
み
会

○
夏
休
み
に
向
け
て

○
さ
あ
二
学
期
だ

○
運
動
会

○
本
に
親
し
む

○
料
理
を
作
ろ
う

Ｏ
交
流
学
習

○
社
会
見
学

○
パ
ー
テ
ィ
ー
に
参
加
し

よ
う

Ｏ
冬
休
み
に
向
け
て

○
新
し
い
年

○
愛
汗
祭

Ｏ
壁
画
づ
く
り

Ｏ
も
う
す
ぐ
2
年
生

総
合
的
な
学
習
の
時
間

○
地
域
を
探
検
し
よ
う

○
臨
海
学
校

○
植
樹
祭
を
し
よ
う

○
社
会
見
学

○
修
学
旅
行

○
修
学
旅
行
報
告
会

○
交
流
学
習

○
学
習
発
表
会

○
地
域
を
探
検
し
よ
う

○
身
近
な
自
然
に
親
し
も

つ

○
育
樹
祭

○
林
間
学
校

○
社
会
見
学

○
l
擾
学
旅
行

○
修
学
旅
行
報
告
会

○
交
流
学
習

○
愛
汗
祭

○
「
総
合
的
な
学
習
の
時

間
」
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン

○
自
然
体
験
学
習
を
し
よ

－ つ

･
臨
海
学
校

･
育
樹
祭

･
校
内

･
校
外
散
策

･
好
き
な
遊
び
を
見
つ
け

よ
う

○
交
流
教
育

･
伊
是
名
中
と
の
交
流

･
学
年
間
交
流

○
環
境
教
育

･
地
域
探
検
を
し
よ
う

･
蝶
の
飼
育
と
観
察

･
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
作
戦

○
愛
汗
祭

○
校
内

･
校
外
散
策

○
パ
ソ
コ
ン
に
親
し
も
う

○
社
会
見
学

(
)
交
流
教
育

○
学
年
間
交
流

(
)
進
路

．
（
将
来
の
夢
）

．
（
身
近
な
人
の
仕
輌
）

．
（
働
く
意
義
?
）

●

(
働
く
意
義
②
）

○
環
境
教
育
（
身
近
な
自

●

然
に
親
し
も
う
）

育
樹
祭

○
蝶
の
飼
育
と
観
察

･
蝶
圏
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ

レ
モ
ニ
ー

･
蝶
の
飼
育
と
観
察

･
蝶
の
観
察
報
告
会

･
愛
汗
祭

○
校
内
外
散
策

○
パ
ソ
コ
ン
に
親
し
も
う

○
社
会
見
学
（
施
設
の

見
学
〉

○
交
流
教
育
（
ゲ
ー
ム
、

自
己
紹
介
な
ど
）

○
進
路

･
身
近
な
人
の
仕
事
（
家

族
の
仕
事
の
発
表
）

･
高
等
部
の
校
内
実
習

(
校
内
実
習
見
学
）

○
校
内
実
習

○
環
境
教
育

･
愛
鳥
週
間

･
蝶
の
観
察
会

･
育
樹
際

○
愛
汗
際

○
「
総
合
的
な
学
習
の
時

間
Ｕ
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン

○
パ
ソ
コ
ン
に
I
H
れ
よ
う

○
楽
し
く
踊
ろ
う

○
『
太
陽
の
丘
」
の
生
物

･
蝶
の
観
察
と
飼
育

･
観
察
報
告
会

･
育
樹
祭

○
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
エ
作

○
地
域
の
文
化
を
知
ろ
う

○
交
流
学
習
に
向
け
て
遊

び
を
作
ろ
う

○
愛
汗
祭
り
に
向
け
て

･
係
分
担
、
諸
準
備

･
愛
汗
祭
り

○
総
合
的
な
学
習
の
時
間

反
省
会

､
縫
護
学
校

生
活
単
元
学
習
資
料
な
し

総
合
的
な
学
習
の
時
間

.
資
料
な
し

(
全
体
）

○
体
育
的
交
流
（
中
学
校

と
の
ス
ポ
ー
ツ
大
会
）

○
音
楽
交
流
（
縫
護
学
校

と
の
交
流
）

○
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
交

流
（
中
学
校
と
の
レ
ク

レ
ー
シ
ョ
ン
交
流
）

○
就
業
体
験

○
一
人
一
針
運
動
各
学
年

で
異
な
る

○
交
流
教
育
（
訪
問
）

○
沖
縄
の
民
話
に
触
れ
よ

つ

○
盲
学
校
と
の
交
流

○
交
流
教
育
（
ピ
デ
オ
レ

夕
一
作
り
）

○
学
年
反
省
会

○
中
学
校
と
の
交
流
教
育

○
就
業
体
験

○
一
人
一
針
運
動

○
中
学
校
と
の
交
流
教
育

(
来
校
・
訪
問
）

○
盲
学
校
と
の
交
流

○
就
業
体
験

○
環
境
教
育

．
－
人
一
計
運
動

○
交
流
教
育
（
中
学
校
、

来
校
・
訪
問
）

○
就
業
体
験

○
交
流
教
育
（
中
訪
問
.

来
校
）

○
英
語
学
習

○
就
業
体
験

E
養
頚
学
校

生
活
単
元
学
習

○
中
学
生
に
な
っ
て

○
春
の
還
足

○
母
の
日
に
向
け
て

○
交
通
安
全
指
導

○
プ
ー
ル
滴
掃

○
ハ
ガ
キ
を
送
ろ
う
「
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
」

総
合
的
な
学
習
の
時
間

･
資
料
な
し

○
総
合
的
オ
リ
エ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン

○
宿
泊
学
習
（
事
前
事
後

学
習
）

○
蝶
の
飼
育
・
観
察

○
買
い
物
学
習
、
お
楽
し

み
会

○
校
内
美
化

○
総
合
学
習
オ
リ
エ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン

○
親
子
学
習
史
流
会

○
ハ
ー
レ
ー

○
中
学
校
と
の
交
流
（
学

枝
間
交
流
）

○
ク
リ
ン
ア
ッ
プ
作
戦

○
か
り
ゆ
し
交
流
会

○
学
年
毎

・
１
年
、
お
楽
し
み
会
食

・
２
年
、
幕
ｵ
l
の
街
見
学

・
３
年
、
地
域
探
索

(
ア
ン
マ
ー
市
場
）

○
全
体

○
生
き
物
を
育
て
よ
う

○
海
神
祭

○
学
年
毎

・
１
年
、
地
域
散
策

･
２
年
、
ク
ッ
キ
ー
作
り

･
３
年
、
地
域
散
策

(
親
水
公
園
）

○
全
体

○
総
合
学
習
オ
リ
エ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン

1
年

○
工
場
見
学
２
年

○
造
形
活
動
3
年

○
地
域
散
策
・
ウ
ォ
ー
ク

ラ
リ
ー
全
体

○
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

○
か
り
ゆ
し
交
流

○
中
学
校
と
の
交
流
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E
養
護
学
校

○
父
の
日
に
向
け
て

○
糸
滴
ハ
ー
レ
ー

○
宿
泊
学
習
に
向
け
て

○
誕
生
会

○
夏
休
み
に
向
け
て

○
敬
老
の
日
（
ハ
ガ
キ
を

出
そ
う
）

○
交
流
の
輯
を
広
げ
よ
う

(
２
丁
目
老
人
ク
ラ
ブ
）

○
運
動
会

○
現
場
実
習
に
向
け
て

○
交
流
会
（
中
学
校
）

○
鑑
賞
会

○
社
会
見
学
に
向
け
て

○
ク
リ
ス
マ
ス
会

○
誕
生
会

○
年
賀
状
を
送
ろ
う
（
～

～
2
丁
目
老
人
ク
ラ
ブ
）

○
冬
休
み
に
向
け
て

○
学
習
発
表
会
に
向
け
て

○
誕
碓
会

○
お
別
れ
会
食

○
も
う
す
ぐ
２
年
生

○
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
作
戦

○
国
際
理
解

Ｏ
か
り
ゆ
し
交
流
会

○
蝶
の
飼
育
・
観
察
記
録

報
告
会
（
環
境
教
育
モ

テ
ル
校
）

○
校
内
就
業
体
験
（
事
前

学
習
）

○
す
も
う
交
流
会
(
ス
ボ
ー

ツ
交
流
）

○
社
会
見
学
（
事
前
学
習
）

○
買
い
物
学
習
、
お
楽
し

み
会
（
ク
リ
ス
マ
ス
会
）

○
校
内
美
化

○
中
学
校
訪
問
（
学
校
間

交
流
）

○
蝶
の
飼
育
・
観
察

○
野
鳥
観
察
会
（
事
前
学

習
）

○
買
い
物
学
習
、
お
楽
し

み
会

○
取
り
組
み
の
ま
と
め

○
３
年
生
を
送
る
会

Ｏ
す
も
う
交
流
（
ス
ポ
ー

ツ
交
流
）

○
世
界
の
国
と
手
を
繁
ご

つ
(
国
際
理
解
交
流
会
）

○
野
鳥
観
察
会

○
総
合
学
習
オ
リ
エ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン

○
か
り
ゆ
し
交
流
会
（
地

域
交
流
）

○
中
学
校
と
の
交
流
会

（
学
校
間
交
流
）

○
枇
界
の
国
と
手
を
つ
な

ご
う
（
国
際
理
解
交
流

会
）

○
か
り
ゆ
し
交
流
会
（
地

域
交
流
）

○
中
学
校
と
の
交
流
会

（
学
校
間
交
流
）

○
世
界
の
国
と
手
を
つ
な

ご
つ

会
）

(
国
際
理
解
交
流

○
国
際
交
流
会

○
ま
と
め

Ｆ
鎚
護
学
校

生
活
単
元
学
習

○
校
内
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー

○
海
に
つ
い
て

○
宿
泊
学
習

○
お
楽
し
み
会

○
夏
休
み
の
思
い
出

○
運
動
会
取
り
組
み

○
郵
便
局
学
習

○
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー

○
お
話
し
大
会

○
お
楽
し
み
会
の
向
け
て

○
買
い
物
ウ
ォ
ー
ク

○
ク
ッ
キ
ン
グ

○
ア
ル
バ
ム
整
理

○
年
賀
状
投
函

○
新
年
会
に
向
け
て

○
体
験
学
習

○
中
文
運

ｏ
卒
業
、
修
了
に
向
け
て

○
お
別
れ
会

総
合
的
な
学
習
の
時
間

○
運
動
場
の
梢
掃

○
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
大
会

に
1
列
け
て
の
美
化

○
学
部
対
応

○
各
分
担
区
の
消
掃
、
花

壇
の
清
掃

○
交
流

○
中
庭
の
滴
掃
、
花
飽
の

手
入
れ

○
野
田
の
森
散
策

○
１
学
期
の
澗
婦

○
分
担
区
の
洞
掃

○
夏
祭
り
に
向
け
て
美
化

活
動
準
備

○
学
部
対
応

○
運
動
鴇
の
澗
掃

○
フ
ル
ー
ツ
ア
イ
ラ
ン
ド

の
パ
パ
イ
ヤ
、
バ
ナ
ナ

の
根
付
け

○
交
流

○
海
辺
の
学
習

○
海
神
祭

○
中
学
校
と
の
交
流

○
地
匹
中
文
運

○
ゴ
ミ
処
理
場
の
見
学

○
校
外
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー

○
体
験
学
習
、
交
通
指
導

○
海
神
祭
り

○
体
験
学
習
、
交
通
指
導

○
中
学
校
と
の
交
流

○
地
区
中
文
運

○
体
験
学
習

○
中
学
校
と
の
交
流

○
地
区
中
文
連

１
～
３
年

○
狩
俣
ハ
ー
リ
ー

○
中
学
部
体
験
交
流
会

○
体
験
学
習

○
学
校
壁
画
作
成

○
地
区
中
文
速

1
～
３
年

○
狩
俣
ハ
ー
リ
ー

○
中
学
部
体
験
交
流
会

○
体
験
学
習



暮塞彌両誌尋叡当選爾鴫蝋燭惚戴ｓ「鱒恥爵舜椛噸Ｓ零国」ｓ瀞壁

ｌ⑤『Ｉ

F
養
頚
学
校

○
穂
体
連

○
学
部
対
応

○
年
末
滴
掃

○
花
の
種
ま
き

○
持
久
圭
に
向
け
て
周
辺

摘
掃

○
花
の
ポ
ッ
ト
植
え

○
親
子
草
花
作
り

○
学
年
末
澗
掃

○
卒
業
式
場
設
営

Ｇ
養
護
学
校

生
活
単
元
学
習

○
新
し
い
学
級
と
友
達

○
春
の
遠
足
の
事
後

○
こ
い
の
ぼ
り
作
り

○
母
の
日

○
マ
リ
ン
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー

○
誕
生
会

○
プ
ー
ル
開
き

○
父
の
日

○
ハ
ー
リ
ー

○
宿
泊
学
習
事
前
学
習

○
誕
生
会

○
一
学
期
の
反
省

○
夏
休
み
の
反
省

○
敬
老
の
日
に
つ
い
て

○
運
動
会
に
つ
い
て

○
運
動
会

Ｏ
誕
生
会

○
現
場
実
習
に
つ
い
て

○
養
体
連

○
産
業
祭
り
見
学

○
ク
リ
ス
マ
ス
翠
備

○
買
い
物
学
習

○
二
月
期
の
反
省

○
新
し
い
年

Ｏ
養
謹
祭
に
向
け
て

○
養
護
祭

Ｏ
駅
伝
大
会

○
誕
生
会

○
1
年
間
の
反
省
と
ア
ル

パ
ム
の
整
理

総
合
的
な
学
習
の
時
間

○
新
入
生
歓
迎
会

Ｏ
体
力
を
知
ろ
う

○
マ
リ
ン
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー

Ｏ
地
域
と
触
れ
合
お
う

○
地
域
に
ポ
ス
タ
ー
を
砧

ろ
う

○
ス
ポ
ー
ツ
で
遊
ぼ
う

○
お
年
寄
り
と
一
緒
に

○
職
場
で
働
こ
う

○
体
育
大
会
で
頑
張
ろ
う

○
お
楽
し
み
会
を
し
よ
う

○
新
年
を
祝
う

○
地
域
に
ボ
ス
タ
ー
を
貼

ろ
う

○
郷
士
の
行
事
を
体
験
し

よ
う

○
育
て
た
作
物
を
収
穫
し

よ
う

○
卒
業
生
を
祝
福
し
よ
う

○
今
年
度
を
振
り
返
っ
て

○
新
入
生
歓
迎
会

Ｏ
マ
リ
ン
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー

○
運
動
会
の
ボ
ス
タ
ー

○
平
和
に
つ
い
て

○
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
を
体

験
し
よ
う

○
地
域
交
流

○
I
§
E
学
旅
行
に
向
け
て

○
伝
統
文
化
を
学
ぶ

○
養
体
達

Ｏ
お
楽
し
み
会

○
新
年
を
迎
え
よ
う

○
学
習
発
表
会
に
向
け
て

Ｏ
進
路
学
習

○
全
体
会
食
会

○
3
年
生
を
送
る
会

○
新
入
生
歓
迎
会

○
春
の
遠
足

○
マ
リ
ン
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー

○
平
和
学
習

Ｏ
宿
泊
学
習
に
向
け
て

○
宿
泊
学
習

○
運
動
会
の
ポ
ス
タ
ー
を

貼
り
に
行
こ
う

○
運
動
会
に
向
け
て

Ｏ
社
会
見
学

○
社
会
見
学
を
終
え
て

○
銃
審
発
表
会
に
向
け
て

○
鍵
体
運
に
l
h
j
け
て

○
伝
統
文
化

○
餅
つ
き
集
会

Ｏ
養
顎
祭
に
向
け
て

○
校
内
駅
伝
大
会

○
収
穫
祭
、
一
日
体
験
学

翌

○
お
別
れ
合
同
会
食

○
卒
業
生
を
送
る
会
の
準

傭

○
私
の
島

○
マ
リ
ン
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー

○
島
の
芸
能

○
餅
つ
き
集
会

○
島
の
食
文
化

○
交
流
学
習

Ｏ
マ
リ
ン
ア
ド
ペ
ン
チ
ャ
ー

Ｏ
平
和
学
習

○
島
の
食
文
化

○
餅
つ
き
会



琉球大学教育学部：障害児教育実践センター紀要第９号

Ｆ養護学校

平成14年度から学習指導要領の「総合的な学習

の時間」における内容の例示とされる『交流活動』

『社会体験』を基に、「お祭り」「ハーリー」等の

学習内容が定着した。

ＡＲＨ牢佼

１
２
３
４
５
６
７

１
１
１
１
１
１
１

Ⅱ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ⅱ
Ｈ
Ｈ

Ｅ
度

０

■nG，3屯平
日の時日

画Ｉ》０画

一一一 □生活印局孚
ﾛ

IＯＤ２００３００

授互Ｈ１日置Ｇ養護学校

平成15年度から学習指導要領の「総合的な学習

の時間」における内容の例示とされる『交流活動』

『地域の特色に応じた課題』を基に、「交流」「地

域の食文化」等の学習内容が定着した。

図９：Ａ養護学校

図９より、平成11年度から12年度にかけて生活

単元学習から70時間の授業数の減少がみられる。

Ｂ讐阻学校
１
２
３
４
５
６
７

１
１
１
１
１
１
１

Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ⅱ
Ｈ

年
度

Ⅱ高等部における「総合的な学習の時間」

の分析

■閲合的な字
日の時間

□生活皿元孚
Ｂ

Ｃ１０閑話、1．「総合的な学習の時間」の導入による教育課

程の変更
0１００２００３００４００

授其時岡散

（１）平成11年度と12年度における授業時間数の

推移

沖縄県の知的障害養護学校高等部における「総

合的な学習の時間」は平成12年から実施された。

このことから、平成11年度までの教科、領域、教

科・領域を合わせた指導において、いずれかの授

業時間数が削減され、「総合的な学習の時間」の

授業時間に割り当てられることとなった。その分

析を学校毎に行った結果が図8～15である。

以下に図と伴に、平成11年度から削減された時

間数とその教科、領域、教科・領域を合わせた指

導の説明を記す。

図１０：Ｂ養護学校

図10より、平成11年度から12年度にかけて特別

活動から35時間の授業数の減少がみられる。
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回生活単元学
習

囮作負学冒
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授良時間Bｋ

６００

図１１：Ｃ養護学校

図11より、平成11年度から12年度にかけて生活

単元学習から35時間、作業学習から35時間の授業

数の減少がみられる。

HHR臣罰舛交
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授集時岡敏
四作貝孚曰

ロクラプ
図８：Ｈ養護学校

図８より、平成11年度から12年度にかけて社会

から35時間、クラブ活動から35時間の授業数の減

少がみられる。
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図１２：Ｄ養護学校

図12より、平成11年度から12年度にかけて生活
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沖縄県における知的障害養遡学校の「総合的な学習の時間」の検討

単元学習から35時間、クラブ活動から35時間、作

業学習から70時間の授業数の減少がみられる。従っ

て、この減少授業数分が「総合的な学習の時間」

として割り当てられたことが考えられる。

(2)「総合的な学習の時間」に単位の読み替えが

なされた単元の平成11年度のねらいと平成１２

年度における「総合的な学習の時間」のねら

いの比較

第２節(1)において、社会・クラブ活動・特別活

動・生活単元学習・作業学習のいずれかの授業時

間数が「総合的な学習の時間」に移項されたこと

が分かった。ここでは…以上に挙げた５つと「総

合的な学習の時間」のねらいの比較を行い、共通

点を見出した。このことから、「総合的な学習の

時間」がどのように捉えられてきたかを推測する

ことができると考える。特別活動とクラブ活動は、

内容の読み替えがみられないため、ここでは生活

単元学習をとりあげた。

また、具体的なねらいの推移を表３に示す。

①社会との「総合的な学習の時間」との比較

（Ｈ学校）

Ｈ学校の年間指導計画に社会科のねらいが記さ

れてないため、比較できない。

②生活単元学習と「総合的な学習の時間」との

比較（Ａ・Ｂ・Ｃ．，．Ｅ・Ｆ.Ｇ養護学校）

以下に、生活単元学習が「総合的な学習の時間」

として取り入れられた理由のひとつとして考えら

れる、双方のねらいにおける共通部分を挙げる。

Ｅ８ＭＨ学校

Ｈ１１

Ｈ１２

Ｈ１３

ｉＰＩ'@
Ｈ１５

Ｈ１６

Ｈ１フ

■総合的な学
習の時間

国生活凪元学
ﾛ

ロクラプ

0100２００３００４００

掻藁時間散

図１３：Ｅ養護学校

図13より、平成11年度から12年度にかけて生活

単元学習から35時間、クラブ活動から35時間の授

業数の減少がみられる。

Ｈ１１

Ｈ１２

Ｈ１２

:Hｍ
Ｈ１５

Ｈ１６

Ｈ１７

■縫合的な
学習の時
間

回生活単元
学習

ＯｍｌＯＯＩ５０２００２５０

授婁時、故

図１４：Ｆ養護学校

図14より、平成11年度から12年度にかけて生活

単元学習から105時間の授業数の減少がみられる。

この時間の内、年間指導計画から35時間はホーム

ルームの時間に設定されたことがわかり、残りの

70時間は「総合的な学習の時間」に割り当てられ

たことが考えられる。

Ａ養護学校

平成11年度の生活単元学習のねらいに「自立す

るために必要な事柄を実際的、総合的にさせる」

とあり、平成11年度の学習指導要領の「総合的な

学習の時間」のねらいには「自己の生き方を考え

ることができる」とある。これらは、生徒の自立

を図ることを重視したことにおいて共通点がみら

れる。
G養腫学校

Ｈ１１

Ｈ１２

Ｈ１３

;Ｎ１４
Ｈ１５

Ｈ１６

Ｈ１フ

■職合的な学
習の時間

回作纂牟日

Ｂ養護学校

平成11年度の生活単元学習のねらいに「一人一

人の生徒が力を発揮し、伸ばすとともに」とあり、

平成11年度の学習指導要領の「総合的な学習の時

間」のねらいに「自ら学び、自ら考え、主体的に

判断し、より良く問題を解決する資質や能力を育

てる」とある。これらは、今ある生徒の資質・能

力を伸ばすことを重視することにおいて共通点が

みられる。

国生活H1元掌
冒

□特別活助

0２００４００６００８００ＩＯＯＯ

ＩＨ典時岡勘

図１５：Ｇ養護学校

図15より、平成11年度から12年度にかけて作業

学習から35時間の授業数の減少がみられる。
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表
３
沖
縄
県
に
お
け
る
各
知
的
障
害
養
護
学
校
の
ね
ら
い
の
推
移
（
高
等
部
）

餌舞汁惚蝉報椛鶏孵冨畷温薄酎澗鰯侍ｖ町１詑燗鵠。血
■

『●

年
計
よ
り

Ｈ
1
１
（
1
9
9
9
）

Ｈ
1
２
（
2
0
0
0
）

Ｈ
1
３
（
2
0
0
1
）

Ｈ
1
４
（
2
0
0
2
）

Ｈ
1
５
（
2
0
0
3
）

Ｈ
1
６
（
2
0
0
4
）

Ｈ
1
７
（
2
0
0
5
）

1
1
養
窺
学
校

社
会
明
記
な
し

総
合
的
な
学
習
の
時
間

○
生
徒
自
ら
興
味
関
心
を

持
ち
、
考
え
る
力
を
青

て
る
。

○
主
体
的
に
取
り
組
む
活

動
を
通
し
て
、
社
会
自

立
・
職
業
自
立
へ
の
基

礎
を
養
う
。

H
1
2
と
同
じ

テ
ー
マ
：
進
路
ひ
と
り
立

ち
す
る
た
め
に
（
H
1
2
と

同
じ
）

テ
ー
マ
：
進
路
ひ
と
り
立

ち
す
る
た
め
に
（
H
1
2
と

同
じ
）

テ
ー
マ
：
進
路
ひ
と
り
立

ち
す
る
た
め
に
（
H
1
2
と

同
じ
）

テ
ー
マ
：
進
路
ひ
と
り
立

ち
す
る
た
め
に
（
H
1
2
と

同
じ
）

A
縫
襲
学
校

生
活
単
元
学
習

Ｃ
自
立
す
る
た
め
に
必
要

ば
事
柄
を
実
際
的
、
総

合
的
に
さ
せ
る
。

○
諸
活
動
を
通
し
て
生
活

経
験
を
拡
大
さ
せ
、
生

活
上
の
望
ま
し
い
習
憤

や
態
度
の
形
成
を
図
る
゜

○
自
分
の
進
路
に
つ
い
て

考
え
る
と
共
に
、
働
く

こ
と
の
大
切
さ
成
就
間

を
学
ば
せ
る
。

総
合
的
な
学
習
の
時
間

○
自
ら
の
興
味
･
関
心
に

基
づ
く
こ
と
か
ら
課
題

を
見
つ
け
、
自
ら
学
び
、

考
え
、
自
分
の
意
思
で

判
断
し
、
よ
り
よ
く
問

題
を
解
決
す
る
力
を
育

て
る
。

○
学
び
方
や
も
の
の
考
え

方
を
身
に
つ
け
、
問
題

を
解
決
し
た
り
、
自
ら

積
極
的
に
取
り
組
む
態

度
を
育
て
、
自
分
の
生

き
方
に
つ
い
て
考
え
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
る

■

H
1
2
と
同
じ

Ｈ
１
２
と
同
じ

H
1
2
と
同
じ

●

H
1
2
と
同
じ

H
1
2
と
同
じ

B
養
鰯
学
校

生
活
単
元
学
習

○
一
人
-
-
人
の
生
徒
が
力

を
発
揮
し
、
伸
ば
す
と

と
も
に
、
集
団
生
活
全

体
の
中
で
取
り
組
め
る

よ
う
に
す
る
。

○
学
習
を
通
し
て
、
生
徒

が
大
き
な
満
足
感
・
成

就
感
が
味
わ
え
る
よ
う

に
す
る
。

総
合
的
な
学
習
の
時
間

○
主
体
的
、
創
造
的
に
行

動
す
る
。

○
自
ら
課
題
を
見
つ
け
、

自
ら
学
び
、
考
え
、
主

体
的
に
判
断
し
、
よ
り

よ
く
問
題
を
解
決
す
る

力
を
養
う
。

○
環
境
の
美
化
に
努
め
、

地
域
の
歴
史
や
文
化
に

関
心
を
持
つ
。

H
1
2
と
同
じ

H
1
2
と
同
じ

○
主
体
的
に
考
え
、
行
動

し
、
よ
り
よ
く
問
題
解

決
で
き
る
力
を
育
て
る
。

○
自
己
を
見
つ
め
、
自
分

の
生
き
方
を
考
え
る
こ

と
が
で
き
る
力
を
育
て

る
｡

○
自
己
の
健
康
に
留
意
し
、

体
力
を
保
持
・
改
善
し

て
い
く
力
を
育
て
る
。

H
1
2
と
同
じ

H
1
2
と
同
じ

C
縫
磯
学
校

f
l
z
活
単
元
学
習

○
生
活
に
基
づ
い
た
学
習

活
動
を
通
し
て
、
生
活

上
の
課
題
処
理
や
処
理

や
問
題
の
た
め
の
適
切

な
活
動
を
体
験
的
に
学

ぱ
せ
、
社
会
生
活
に
適

総
合
的
な
学
習
の
時
間

○
生
徒
自
ら
が
興
味
・
関

心
を
持
ち
．
主
体
的
に

取
り
組
め
る
活
動
を
通

し
て
、
生
き
る
力
を
育

む
基
礎
的
・
基
本
的
な

内
容
を
、
体
験
を
通
し

H
1
2
と
同
じ

H
1
2
と
同
じ

H
1
2
と
同
じ

H
1
2
と
同
じ

H
1
2
と
同
じ
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－
．
－

C
養
甑
学
校

応
し
て
い
く
た
め
の
能

力
と
態
度
を
育
て
る
。

て
学
習
す
る
。

○
生
涯
に
わ
た
っ
て
生
徒

が
、
地
域
の
中
で
活
動

で
き
る
素
地
を
養
う
。

○
地
域
の
中
の
学
校
と
し

て
学
校
の
特
色
を
紹
介

し
Ｕ

め
る

理
解
・
啓
発
に
努

｡

､
餐
耀
学
校

生
活
単
元
学
習

○
生
活
に
関
わ
る
題
材
を

通
し
て
、
こ
と
ば
や
文

字
に
興
味
関
心
を
持
た

せ
る
。

○
行
事
や
季
節
に
関
達
し

た
絵
カ
ー
ド
を
作
成
し
、

行
事
へ
の
興
味
、
季
節

へ
の
関
心
を
高
め
る
。

総
合
的
な
学
習
の
時
I
I
i
l
資

科
な
し

○
交
流
学
習
・
就
業
体
験
.

平
和
教
育
.
一
入
一
鉢

運
動
・
放
送
ク
ラ
ブ
.

パ
ソ
コ
ン
ク
ラ
ブ
・
卓

球
・
運
動
・
音
楽
ク
ラ

ブ
・
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ク

ラ
ブ
そ
れ
ぞ
れ
に
ね
ら

い
を
定
め
る

明
記
な
し

○
将
来
、
自
立
し
社
会
参

加
す
る
た
め
の
意
欲
を

醸
成
す
る
。

○
進
路
学
習
を
通
し
て
、

卒
業
後
の
生
活
に
つ
い

て
考
え
、
自
ら
柚
極
的

に
進
路
選
択
、
決
定
で

き
る
力
を
縫
う
。

○
平
和
学
習
、
交
流
学
習
、

産
業
教
育
を
通
し
て
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

が
ス
ム
ー
ズ
に
で
き
る

よ
う
に
す
る
。

H
1
5
と
同
じ

H
1
5
と
同
じ

E
穣
護
学
校

生
活
単
元
学
習

○
学
校
行
事
や
地
域
の
伝

銃
的
行
事
に
興
味
を
持

た
せ
、
積
極
的
に
取
り

組
む
態
度
を
養
い
日
常

生
活
に
い
か
す
よ
う
に

す
る

｡

総
合
的
な
学
習
の
時
間

･
資
料
な
し

○
多
様
な
活
動
を
通
し
て
、

豊
宮
な
実
践
技
術
を
存

て
る
。

○
・
人
・
自
然
・
社
会
に

関
心
を
持
っ
て
関
わ
り
、

ふ
れ
あ
い
を
深
め
、
自

分
の
ち
か
ら
で
課
題
を

見
つ
け
、
解
決
す
る
能

力
を
養
う
。

H
1
3
と
同
じ

H
1
3
と
同
じ

H
l
3
と
同
じ

巳

H
1
3
と
同
じ

F
鍵
護
学
校

生
活
単
元
学
習

○
行
事
単
元
、
季
節
単
元
、

課
題
単
元
を
通
し
て
、

自
ら
の
力
で
生
活
上
の

謀
題
を
処
理
す
る
能
力

を
身
に
つ
け
さ
せ
る
。

総
合
的
な
学
習
の
時
間

○
学
校
敷
地
内
の
作
業
を

通
し
て
環
境
美
化
に
対

す
る
意
識
を
高
め
､
勤
労

の
習
佃
を
身
に
つ
け
る
。

○
集
団
活
動
を
通
し
て
、

協
鯛
性
や
仲
間
意
識
を

育
て
る
。
交
流
学
習
を

通
し
て
、
地
域
と
の
理

解
を
深
め
る
。

○
近
隣
の
生
き
物
、
環
境

を
知
る
。

○
生
産
活
動
や
地
域
・
社

会
と
の
交
流
活
動
及
び

環
境
教
育
活
動
等
の
体

験
的
学
習
の
機
会
を
と

お
し
て
、
学
び
方
や
も

の
の
考
え
方
を
身
に
つ

け
、
問
題
の
解
決
や
探

求
活
動
に
主
体
的
、
創

造
的
に
取
り
組
む
態
度

を
育
て
る
。

H
1
3
と
同
じ

○
自
ら
の
限
題
に
気
付
き
、

向
上
心
を
持
っ
て
解
決

し
よ
う
と
す
る
心
や
態

度
を
育
て
る
。

○
生
活
体
験
や
社
会
体
験

を
通
し
て
、
自
分
の
身

の
周
り
の
こ
と
に
興
味

を
持
た
せ
、
よ
り
よ
く

生
き
る
た
め
の
力
を
青

て
る

□

H
1
5
と
同
じ

H
1
5
と
同
じ



琉球大学教育学部：障害児教育実践センター紀要第９号

Ｃ養護学校

平成11年度の生活単元学習のねらいに、「生活

上の課題処理や問題のための適切な活動を体験的

に学ばせ」とあり、これは体験を通して、問題を

解決する力を培うことに重点を置いていることが

分かる。また、平成12年度の学習指導要領の「総

合的な学習の時間」の内容の例示に「社会体験」

や「自然体験」等、「総合的な学習の時間」とあ

り、Ｃ養護学校におけるねらいと学習指導要領の

内容の例示に共通点が見られる。

D養護学校

平成12年度の資料がないため比較できない。

Ｅ養護学校

平成11年度の生活単元学習のねらいで、「学校

行事や地域の伝統的行事に興味を持たせ」とあり、

地域に興味・関心を持たせることを重視している

ことが分かる。また、平成12年度の学習指導要領

の「総合的な学習の時間」の内容の例示に「地域

や学校の特色の応じた課題」とあり、Ｅ養護学校

のねらいと、学習指導要領の内容例示に共通点が

見られる。

Ｆ養護学校

平成11年度の生活単元学習のねらいで、「自ら

の力で生活上の課題を処理する能力を身につけさ

せる」とあり平成12年度の学習指導要領の「総合

的な学習の時間」のねらいには「自ら学び、自ら

考え、主体的に判断し、より良く問題を解決する

資質や能力を育てる」とある。これらは、自分自

身の力で問題解決を図ることを重視していること

に共通点がみられる。

Ｇ養議学校

平成11年度の生活単元学習にねらいの明記なし

(3)平成11年度と平成12年度における単元の推移

８つの学校において平成12年度に設定された

｢総合的な学習の時間」は、主に平成11年度の生

活単元学習から引き継がれたものがほとんどであっ

た。また、平成11年度とは全て異なる単元を設定

した学校もあった。

－７２－

９
厘
判
国
エ

△
逗
却
ヨ
四

当
直
却
胃
国

。
逗
刮
ヨ
エ

二
厘
判
曰
壺

。
⑩
裡
里

小
咄
坤
舶
Ｐ
浸
却
川
岬

侭
榊
却
枳
伽
鍋
ｅ
Ｕ
回

疹
隈
極
却
圏
響
ね
票
。

曇
］
霊
廻
這
．
彊
赴
枡

辿
曇
胆
偶
篭
呼
崖
駐
ｅ

麺
巨
．
左
、
］
鞆
即
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恨
櫛
ｅ
ｅ
ｐ
伜
侭
筍
叶
○

。

叩

い
仁
蜘
蝿
宍
趨
呼
極
掴

印
や
崖
駐
蝿
認
題
ｖ
砧

二
冊
Ｊ
塞
葬
ｕ
霊
赴

州
．
櫨
榊
／
ｂ
卦
心
血

疹
主
、
四
郎
圏
篭
小
皿
○

重
態
ｅ
麺
朴
賛
呂
如
露

△
魯
題
晋
○

廓
軒
暇
卦
埋
鉛

鐸
朴
鰡
蝉
。



沖
縄
県
に
お
け
る
各
知
的
障
害
養
護
学
校
の
「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」
の
単
元
の
推
移
（
高
等
部
）

■

表
４
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－『単－

年
計
よ
り

Ｈ
1
１
（
1
9
9
9
）

Ｈ
1
２
（
2
0
0
0
）

Ｈ
1
３
（
2
0
0
1
）

Ｈ
1
４
（
2
0
0
2
）

Ｈ
1
５
（
2
0
0
3
）

Ｈ
1
６
（
2
0
0
4
）

Ｈ
1
７
（
2
(
)
0
5
）

Ｈ
養
襲
学
校

社
会

Ｏ
身
近
な
地
域
、
沖
縄
県

(
沖
縄
の
産
業
）

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

○
テ
ー
マ
の
設
定

○
沖
縄
の
地
理

○
沖
縄
の
文
化

○
沖
縄
の
料
理

○
沖
純
の
芸
能

○
沖
縄
の
歴
史

○
日
本
本
土
と
沖
縄

○
沖
縄
と
国
際
社
会

○
現
場
実
習
を
振
り
返
っ

て

○
就
業
体
験

○
進
路
に
つ
い
て

○
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

(
)
地
域
を
知
ろ
う

○
サ
プ
テ
ー
マ
の
設
定

○
就
業
体
験

○
ス
ボ
ー
ッ
レ
ク

○
炊
飯
学
習

○
先
輩
の
卒
業
式
を
祝
う

○
ふ
る
さ
と
を
見
つ
め
よ
う

○
若
者
文
化
を
見
つ
め
よ
う

○
自
分
の
未
来
を
見
つ
め

よ
う

○
現
場
実
習
を
振
り
返
っ

て

○
就
業
体
験

○
校
外
学
習

○
学
級
作
り

Ｃ
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

○
校
外
学
習

○
自
分
の
こ
と

○
校
外
学
習

Ｏ
働
く
こ
と

○
進
路
調
和

○
就
業
体
験

○
産
業
教
育
フ
ェ
ア
ー
見
学

○
進
路
を
考
え
る

○
炊
飯
学
習

○
調
理
実
習

○
福
祉
に
つ
い
て

○
修
学
旅
行

○
現
場
実
習
を
振
り
返
っ
て

○
進
路
調
話

1
1
1
4
と
同
じ

H
1
4
と
同
じ

H
1
4
に

○
求
職
登
録

○
企
業
訪
問

○
相
談
す
る
と
こ
ろ
を
迫

加

A
饗
霞
学
校

生
活
単
元
学
習

０
１
年
生
に
な
っ
て

○
校
外
学
習

○
進
路
に
つ
い
て

Ｏ
宿
泊
学
習

○
反
省
会

○
運
動
会
に
向
け
て

○
生
産
物
祭
り

○
学
習
発
表
会
に
向
け
て

○
生
徒
会
役
員
選
挙

○
３
年
生
を
送
る
会

単
元
の
つ
い
て
の
明
記
な

し
○
交
流
教
育

○
林
間
学
校

○
週
動
会
練
習

○
修
学
旅
行

○
美
化
活
動

○
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
励

○
プ
ー
ル
清
掃

○
反
省
会

○
卒
業
式
セ
レ
モ
ニ
ー

○
校
内
や
学
校
周
辺
の
美

化
に
つ
い
て

○
交
流
教
育

○
ゴ
ミ
問
題
を
考
え
よ
う

○
学
習
発
表
会
に
つ
い
て

○
自
分
の
好
き
な
こ
と
を

見
つ
け
よ
う

○
地
域
の
施
設
と
交
流
し

よ
う

○
卒
業
式
に
つ
い
て

○
校
内
や
学
校
周
辺
の
美

化
に
つ
い
て

○
交
流
教
育

Ｏ
ゴ
ミ
問
題
を
考
え
よ
う

○
自
分
の
好
き
な
こ
と
を

見
つ
け
よ
う

○
運
動
会
に
つ
い
て

○
修
学
旅
行
に
つ
い
て

○
地
域
の
自
然
に
親
し
も
う

○
生
徒
会
役
員
選
挙

○
卒
業
式
に
つ
い
て

○
臨
海
学
校
に
つ
い
て

○
校
内
や
学
校
周
辺
の
美

化
に
つ
い
て

○
交
流
教
育

○
ゴ
ミ
問
題
を
考
え
よ
う

○
学
習
発
表
会
に
つ
い
て

○
自
分
の
好
き
な
こ
と
を

見
つ
け
よ
う

○
環
境
整
備
活
動

○
進
路
学
習

○
林
間
学
校

○
生
産
物
祭
り

○
卒
業
式
に
つ
い
て

○
臨
海
学
校
に
つ
い
て

○
運
動
会
に
つ
い
て

○
生
徒
会
役
員
選
挙

○
修
学
旅
行
に
つ
い
て

○
進
路
に
つ
い
て

○
交
流
教
育

○
地
域
の
自
然
に
親
し
も

う
（
桜
見
学
）

○
自
分
の
好
き
な
こ
と
を

見
つ
け
よ
う

○
卒
業
式
に
つ
い
て

B
義
理
学
校

生
活
単
元
学
習

○
朝
の
会

○
カ
レ
ン
ダ
ー
作
り

○
係
活
動

Ｏ
誕
生
会

○
新
し
い
教
室

○
母
の
日

○
学
校
周
辺
の
探
索

○
体
に
つ
い
て

○
交
流

○
父
の
日

○
慰
盤
の
日

○
臨
海
学
校

Ｏ
調
理
実
習

○
社
会
見
学

○
新
入
生
歓
迎
会

○
交
流
教
育

○
交
通
安
全

○
平
和
学
習

○
夏
休
み
の
健
康
と
安
全

○
郷
土
芸
能

○
交
流

○
環
境
美
化

○
マ
ス
ク
プ
レ
イ

○
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

○
学
習
発
表
会
に
向
け
て

○
お
別
れ
会

○
音
楽
班

○
リ
サ
イ
ク
ル
班

Ｏ
遊
び
班

○
交
流
学
習
班

○
工
作
班

○
自
然
散
策
班

○
ダ
ン
ス
班

○
写
真
班

○
三
味
線
班

○
学
校
探
検

○
春
の
遠
足

○
ス
ポ
ー
ツ
大
会

○
3
0
周
年

○
慰
霊
の
日

○
原
爆
の
日

○
林
間
学
校
事
前
学
習

○
林
間
学
校
廟
後
学
習

○
誕
生
会

Ｏ
夏
休
み

○
情
報

○
外
国
語

ｏ
買
い
物
学
習

Ｏ
交
流
会

○
福
祉
瞳
般

○
日
常
生
活
の
充
実
を
知
る

○
食
事
の
マ
ナ
ー
を
知
ろ
う

○
自
然
散
策

○
校
内
外
散
策

○
教
室
環
境
作
り

○
現
堀
実
習
に
向
け
て

○
工
作
・
絵

○
体
力
作
り

○
誕
生
会
・
お
楽
し
み
会

○
凧
揚
げ
大
会

○
１
年
の
ま
と
め

○
交
流
会

○
夏
休
み

○
作
品
展

○
説
番
月
間

H
1
5
に

○
再
生
紙
作
り
を
追
加

○
課
題
活
動

○
学
校
探
索

○
新
し
い
教
室

○
春
の
還
足

○
宿
泊
学
習
事
前
学
習

Ｏ
宿
泊
学
習
事
後
学
習

○
慰
鍾
の
日

○
誕
生
会

○
買
い
物
学
習

○
夏
休
み
学
習

○
発
表
会

○
養
護
学
校
駅
伝

○
１
年
レ
ク
大
会

○
母
の
日
、
父
の
日
へ
の

取
り
組
み
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B
養
護
学
校

○
校
内
実
習

○
職
場
見
学

○
買
い
物
学
習

(
)
ボ
ー
リ
ン
グ
大
会

○
学
習
発
表
会

○
駅
伝
大
会

○
ボ
ー
リ
ン
グ
会

○
自
然
散
策

○
工
作
・
絵

○
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
さ
わ

や
か
ダ
イ
エ
ッ
ト

Ｏ
日
常
生
活
の
充
実
を
図
る

○
食
事
の
マ
ナ
ー
を
知
ろ
う

Ｏ
簡
単
な
料
理
を
作
ろ
う

○
余
暇
の
活
用
を
考
え
よ
う

○
現
場
実
習
に
向
け
て

○
買
い
物
学
習

○
宿
泊
学
習

○
学
習
発
表
会

○
現
場
実
習
に
つ
い
て

○
修
学
旅
行
事
前
学
習

○
夏
休
み
作
品
展

○
体
力
作
り

C
養
護
学
校

生
活
単
元
学
習

○
健
康
に
つ
い
て

○
春
の
遠
足

○
交
通
安
全

○
臨
海
学
校

○
慰
迩
の
日

○
交
流
教
育

○
お
楽
し
み
会

○
運
動
会

○
現
賜
実
習

○
社
会
見
学

○
愛
汗
祭

○
生
徒
会
役
員
選
挙

○
臨
海
学
校
に
行
こ
う

○
植
樹
祭
を
し
よ
う

○
広
げ
よ
う
、
友
達
の
輪

Ｏ
修
学
旅
行
に
行
こ
う

○
み
ん
な
仲
間
だ
、
住
み

よ
い
所

○
愛
汗
祭
を
成
功
さ
せ
よ

－ つ

○
宿
泊
研
修
に
い
こ
う

○
臨
海
学
校
に
行
こ
う

○
植
樹
祭
を
し
よ
う

○
広
げ
よ
う
、
友
達
の
輪

○
修
学
旅
行
に
行
こ
う

○
み
ん
な
仲
間
だ
、
住
み

よ
い
所

○
愛
汗
祭
を
成
功
さ
せ
よ

つ

○
宿
泊
研
修
に
い
こ
う

○
運
動
会
を
頑
張
ろ
う

○
学
校
を
き
れ
い
に
し
よ

－ つ

○
エ
コ
ロ
ジ
ー
し
よ
う

○
臨
海
学
校
に
行
こ
う

○
植
樹
祭
を
し
よ
う

○
広
げ
よ
う
、
友
達
の
桧

○
修
学
旅
行
に
行
こ
う

○
み
ん
な
仲
間
だ
、
住
み

よ
い
所

○
愛
汗
祭
を
成
功
さ
せ
よ

つ

○
宿
泊
研
修
に
い
こ
う

○
学
校
を
き
れ
い
に
し
よ

￣ つ

○
エ
コ
ロ
ジ
ー
し
よ
う

｡
育
樹
祭
を
し
よ
う

○
堕
海
学
校
に
行
こ
う

○
植
樹
祭
を
し
よ
う

○
広
げ
よ
う
、
友
達
の
輪

○
髄
E
学
旅
行
に
行
こ
う

○
み
ん
な
仲
間
だ
、
住
み

よ
い
所

○
愛
汗
祭
を
成
功
さ
せ
よ

￣ つ

○
宿
泊
研
修
に
い
こ
う

○
進
路
学
習
（
3
年
）

○
学
校
を
き
れ
い
に
し
よ

- つ

○
エ
コ
ロ
ジ
ー
し
よ
う

○
育
樹
祭
を
し
よ
う

｡
野
鳥
に
つ
い
て

・
実
習
を
頑
張
ろ
う

○
臨
海
学
校
に
行
こ
う

○
植
樹
祭
を
し
よ
う

○
広
げ
よ
う
、
友
達
の
鰭

○
修
学
旅
行
に
行
こ
う

○
み
ん
な
仲
間
だ
、
住
み

よ
い
所

○
愛
汗
祭
を
成
功
さ
せ
よ
う

○
宿
泊
研
修
に
い
こ
う

○
進
路
学
習
（
3
年
）

○
学
校
を
き
れ
い
に
し
よ

￣ つ

○
エ
コ
ロ
ジ
ー
し
よ
う

○
育
樹
祭
を
し
よ
う

・
野
鳥
に
つ
い
て

○
実
習
を
頑
張
ろ
う

○
平
和
学
習

○
臨
海
学
校
に
行
こ
う

○
植
樹
祭
を
し
よ
う

○
広
げ
よ
う
、
友
達
の
蛤

Ｏ
修
学
旅
行
に
行
こ
う

○
み
ん
な
仲
間
だ
、
住
み

よ
い
所

○
愛
汗
祭
を
成
功
さ
せ
よ
う

Ｏ
宿
泊
研
修
に
い
こ
う

Ｏ
進
路
学
習
（
3
年
）

D
謹
護
学
校

生
活
単
元
学
習

(
)
交
流
会

○
巻
の
遠
足

○
施
設
見
学

○
慰
霊
の
ｎ

ｏ
臨
海
学
校

○
お
楽
し
み
会

○
現
鰯
実
習

○
買
い
物
学
習

○
自
然
観
察
会

･
学
習
発
表
会

○
駅
伝
大
会

○
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
学
習

資
料
な
し

○
交
流
教
育

Ｏ
産
業
現
場
に
お
け
る
就

業
体
験

○
平
和
学
習

○
環
境
教
育

○
ク
ラ
ブ
活
動

○
進
路
学
習

○
平
和
学
習

○
交
流
教
育

○
産
業
教
育

H
1
4
と
同
じ

H
1
4
に

○
宿
泊
学
習
を
追
加

H
1
6
に
同
じ

E
養
護
学
校

生
活
単
元
学
習

○
学
級
開
き

○
野
菜
を
植
え
よ
う

○
現
娚
実
習

○
交
通
安
全

○
宿
泊
学
習

資
料
な
し

○
交
流
教
育

○
就
業
体
験

○
蝶
観
察
報
告
会

○
進
路
講
話

○
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
作
戦

○
自
然
観
察
会

○
自
然
観
察
会

○
学
習
発
表
会
の
展
示
に

向
け
て

○
学
校
の
周
り
を
調
べ
よ

￣ つ

○
図
書
館
に
行
こ
う

○
自
然
観
察
会

○
学
習
発
表
会
の
展
示
に

向
け
て

○
地
区
探
検
を
し
よ
う

○
～
市
の
産
業
に
つ
い
て

鯛
く
よ
う

H
1
5
に

○
お
楽
し
み
会

○
慰
遜
の
日
に
向
け
て

○
買
い
物
学
習
を
追
加

○
学
年
開
き

○
平
和
学
習

○
交
流
学
習

○
宿
泊
学
習

○
進
路
学
習

○
産
業
教
育
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E
鍵
襲
学
校

○
慰
霊
の
日

○
避
難
訓
練

○
誕
生
会

○
敬
老
の
日

○
運
動
会

○
読
譜
月
間

○
学
習
発
表
会

○
ま
と
め

○
学
習
発
表
会
の
腱
示
に

向
け
て

Ｃ
～
市
新
庁
舎
に
行
こ
う

○
～
市
漁
港
に
行
こ
う

Ｏ
修
学
旅
行
に
向
け
て

○
就
業
体
験
に
関
す
る
ビ

デ
オ
学
習

○
卒
業
後
の
生
活
を
考
え

る

○
国
際
交
流
教
育

○
交
流

○
農
産
物
を
使
っ
て
作
品

を
作
ろ
う

○
宿
泊
学
習
に
向
け
て

○
交
流

○
海
産
物
を
使
っ
て
作
品

を
作
ろ
う

○
国
際
理
解

○
余
暇
活
動

○
環
境
学
習

F
養
頚
学
校

生
活
単
元
学
習

○
学
級
作
り

○
新
入
生
歓
迎
会

○
現
場
実
習
に
向
け
て

○
夏
休
み
に
向
け
て

○
運
動
会
で
頑
張
ろ
う

○
読
書
月
間

○
林
間
学
校
に
向
け
て

○
展
示
即
売
会
に
向
け
て

○
買
い
物
学
習
に
向
け
て

○
お
楽
し
み
会
に
向
け
て

○
役
員
選
挙
に
向
け
て

○
お
別
れ
遠
足
に
つ
い
て

○
全
体
滴
掃

○
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン

○
す
の
こ
作
り

○
現
場
実
習
の
オ
リ
エ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン

○
交
流

Ｏ
現
場
実
習

Ｏ
野
田
の
森
探
検

○
分
担
区
域
消
掃

○
夏
祭
り
に
向
け
て

○
林
間
学
校
に
向
け
て

○
フ
ル
ー
ツ
ラ
ン
ド
植
木

○
交
流
会
に
向
け
て

○
環
境

○
一
鉢
作
り

○
チ
ャ
レ
ン
ジ
海
神
祭

○
即
売
会
を
成
功
さ
せ
よ

う

○
光
の
村
穣
顕
学
校
交
流

会

Ｏ
生
産
物
展
示
即
売
会

○
生
産
物
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

○
地
域
・
社
会

○
チ
ャ
レ
ン
ジ
キ
ビ
収
穣

○
卒
業
式

○
ジ
ャ
ガ
イ
モ
収
穫

○
地
域
社
会
体
験
学
習

H
1
3
に
同
じ

○
チ
ャ
レ
ン
ジ
海
神
祭

Ｏ
即
売
会
を
成
功
さ
せ
よ

う

Ｏ
光
の
村
饗
鰹
学
校
交
流

会

○
地
域
・
社
会

○
チ
ャ
レ
ン
ジ
キ
ピ
収
種

○
卒
業
式

○
ジ
ャ
ガ
イ
モ
収
種

○
オ
オ
ゴ
マ
ダ
ラ
を
育
て

よ
う

○
外
国
人
と
交
流
し
よ
う

○
海
神
祭

○
A
L
T
の
先
生
と
触
れ
合

う

○
光
の
村
養
悪
学
校
交
流

会

○
近
隣
枝
と
の
交
流

○
学
校
壁
画
制
作

○
生
産
物
展
示
即
売
会

H
1
6
に
同
じ

(
]
獲
讃
学
校

生
活
単
元
学
習

○
春
の
遠
足

○
マ
リ
ン
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー

○
現
場
実
習

○
慰
盤
の
日

○
運
動
会

○
産
業
祭
り

○
養
体
連

○
進
酪

○
社
会
見
学

○
生
徒
会
役
員
選
挙

○
ま
と
め

○
生
徒
会
専
門
委
員
会
を

ろ
う

○
生
徒
総
会

○
マ
リ
ン
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー

Ｏ
運
動
会
の
ボ
ス
タ
ー
を

貼
ろ
う

○
夏
休
み
の
健
康
と
安
全

○
お
年
寄
り
と
交
流
し
よ

､
Ｐ

つ

○
産
業
祭
り

縫
体
連
大
会
頑
張
ろ
う

○
鯵
学
旅
行

○
も
ち
つ
き

○
ポ
ス
タ
ー
を
貼
ろ
う

○
や
き
い
も
大
会

○
卒
業
生
を
送
る
会

1
1
1
2
に

○
社
会
見
学
を
追
加

H
1
2
に

○
平
和
学
習

○
レ
ク
大
会
を
追
加

H
1
4
と
同
じ

H
1
4
に

○
や
き
い
も
大
会
を
追
加

H
1
6
に

○
新
入
生
歓
迎
会

○
キ
ャ
ン
プ
に
つ
い
て
を

追
加
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H養誕学校

平成１１年度の社会「身近な地域、沖縄県（沖縄

の産業)」の内容を引き継いで、平成12年度の

｢総合的な学習の時間」に「沖縄の文化」「沖縄の

芸能」等の単元が設定された。

具体的な単元の推移は表４に示し、その説明を

以下に記す。

Ａ養護学校

※平成12年度の年間指導計画書に「総合的な学

習の時間」について表記されていないため、

平成13年度と比１校した。

平成11年度の生活単元学習とは共通した単元は

なく、学習活動は「美化活動」や「交流教育」を

主とした。

２．「総合的な学習の時間」の推移

（１）平成12年度から17年度における「総合的な

学習の時間」の授業時間数の推移

第２節ｌ(1)において、平成１１年度と平成12年度

の教科、領域、領域教科を合わせた指導の授業時

間数を比較することで、「総合的な学習の時間」

における授業時間数がどのように確保されたかを

見ることができた。ここでは、それ以降の平成１２

年度から17年度までの、「総合的な学習の時間」

における時間数の増減を見ることで各学校の傾向

を探った。

それぞれの学校における具体的な授業時間数の

推移は以下の通りである。

Ｂ養護学校

平成11年度の生活単元学習から、「慰溌の日」

が「平和学習」として、また「交流教育」が「総

合的な学習の時間」として引き継がれた。

Ｃ養護学校

平成１１年度の生活単元学習から、「臨海学校」

｢交流教育」「愛汗祭」「宿泊研修」といった単元

が「総合的な学習の時間」として引き継がれた。

Ａ養議学校……平成12年度の70時間からほぼ変

化はないが､平成14年度のみ102

時間と授業が多めに組まれる。

Ｄ養護学校（H12の資料なし、Ｈ13年と比較）

平成11年度の生活単元学習から、「慰謹の日」

が「平和学習」として、また「交流教育」「就業

体験」といった単元が「総合的な学習の時間」と

して引き継がれた。

Ｂ・Ｃ・Ｆ．Ｈ養護学校･･･平成12年度の70時間

から変化なし。

Ｅ養護学校（H12の資料なし、Ｈ１３年と比較）

平成11年度の生活単元学習から「現場実習」

｢学習発表会」の単元が「総合的な学習の時間」

として引き継がれた。

Ｄ養議学校･…・・平成12年度は140時間に設定さ

れたが、平成13年度は70時間、

平成14年度は38時間、平成15年

度以降は約60時間で、その後は

ほぼ変化なし。

Ｆ養護学校

平成11年度の生活単元学習から「現場実習」

｢林間学校に向けて」等の単元が「総合的な学習

の時間」として引き継がれた。

Ｅ養誕学校･・・・･平成12年度は70時間に設定され

たが、平成14年度以降は約35時

間でほぼ変化なし。

Ｇ養護学校.．…平成12年度の35時間からほぼ変

化なし。

Ｇ養護学校

平成11年度の生活単元学習から「マリンアドベ

ンチャー」「産業祭り」等の単元が「総合的な学

習の時間」として引き継がれた。 この傾向から、それぞれの学校の授業時間数に

ついて、多少の変動はあるものの平成15年度以降

は時間の増減は見られない.従って、「総合的な
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学習の時間」の授業時間数は近年において安定し

ていることが分かる。

の時間」における内容の例示とされる『交流』

『体験的な学習』等に対応し、「交流教育」「臨海

学校」「林間学校」等が学習内容として定着した。

(2)平成12年度から17年度における「総合的な学

習の時間」のねらいの推移（表３参照）

ねらいの推移については、それぞれの学校とも

に、平成12年度に設定したものから内容に多少の

変化がみられるものの、平成14,15年から定着し

ていった。中学部同様、Ａ～Ｈ養護学校の８校と

もに、ねらいは学習指導要領に沿ったものが多かっ

た。

例えば、Ａ養護学校は「学び方やものの考え方

を身につけ、問題を解決したり、自ら稲極的に取

り組む態度を育て、自分の生き方について考える

ことができる」とあり、これは学習指導要領のね

らいの(2)に基づいて設定されたことが考えられる。

また、Ｂ養護学校のねらいは「自らの興味・関心

に基づくことから課題を見つけ、自ら学び、考え、

自分の意思で判断し、よりよく問題を解決する力

を育てる」とあり、これは学習指導要領のねらい

の(1)に基づいて設定されたものと考えられる。

この中でも特に、Ｄ養護学校は平成13年度から、

Ｈ養護学校平成14年度から、ねらいに「進路」を

盛り込んでおり、この点で中学部との差異がみら

れた。学習指導要領においても、中学部と高等部

は内容がほぼ類似しているが、「進路」「就学体験」

｢職業教育」といった、項目が高等部には付け加

えられている。県内高等部８校においては「進路」

に関する単元が多く設定されているため、「総合

的な学習の時間」で、生徒に卒業後の生活の意識

を高めることが大きな目標の一つとして掲げられ

ていることが分かった。

Ｂ養識学校

平成15年度から学習指導要領の「総合的な学習

の時間」における内容の例示とされる『進路』

『交流』『体験的な学習』『興味・関心』等に対応

し対応し、「現場実習に向けて」「交流会」等が学

習内容として定着した。また、沖縄県の地域性を

表す単元として「慰霊の日」が設定された。これ

は、戦争を知ることにより、平和について考える

ことをねらいとしていた。

Ｃ養謹学校

平成15年度から、学習指導要領の「総合的な学

習の時間」における内容の例示とされる『環境』

『進路』等に対応し、「学校をきれいにしよう」

｢育樹祭りをしよう「実習を頑張ろう」等が学習

内容として定着した。また特に、「野鳥について」

は他の学校には設定されておらず、「環境教育」

を学校独自の観点で「総合的な学習の時間」に取

り入れていた。

Ｄ養霞学校

平成13年度から学習指導要領の「総合的な学習

の時間」における内容の例示とされる『進路』

『交流』『環境』『地域の特色』等に対応して定着

してきた。この中でも特に、慰霊日について知り、

考える「平和学習」の単元は他校よりも多くの時

間設定されていた。また、平成16年度から『体験

的な学習』である「宿泊学習」が盛り込まれた。

(3)平成12年度から17年度における「総合的な学

習の時間」の単元の推移

８つの学校において平成12年度に設定された

｢総合的な学習の時間」は、単元の入れ替えが行

われ、平成１４．１５年度にはそれぞれの学校で定着

してきた。具体的には、以下の通りである。（表

９参照）

Ｅ養謹学校

平成15年度から学習指導要領の「総合的な学習

の時間」における内容の例示とされる『交流』

『進路』等に対応し「交流」「進路識話」等が定着

した。また、この学校の特色として、平成15年度

には「農産物を使って料理を作ろう」「海産物を

使って作品を作ろう」が設定された。さらに、平

成17年度には「国際理解」「産業教育」といった

単元が盛り込まれた。Ａ養議学校

平成15年度から学習指導要領の「総合的な学習
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習の時間」の学習内容の定着がみられるようになっ

た。中でも、中学・高等部共に「交流教育」の設

定が多かった。ここでは「友達を理解する、協力

する、コミュニケーション力を養う」ことがねら

いとされ、児童・生徒が地域の友達や他の学校と

交流を深める手立てとして「総合的な学習の時間」

が設定されていることが分かった。また、中学部

の特徴として、環境美化を中心とする環境教育の

設定が多く、「植物・自然への興味・関心を養う

(自然を大切にする態度を育てる)」ことがねらい

とされていた。次に、高等部の特徴としては、

｢進路」に関する単元がそれぞれの学校で多く設

定され、「将来の夢、進路を考える」ことをねら

いとしていた。このことから、高等部では、教師

が生徒に卒業後の自己の行き方、卒業後の生活を

意識させることに力を注いでいることが明らかに

なった。さらに、「平和学習」も各学校で多く設

定されていたことから、高等部では沖縄戦を通し、

生徒が命の大切さを感じ、学ぶため時間としてこ

の時間を重視していることが分かった。

このように、沖縄県における「総合的な学習の

時間」は、地域や生活に根ざした学習を活動に取

り入れ、生徒と彼らの住む地域との繋がりを培う

ための有効な時間となっているといえる。

しかし、学校によってはこの「総合的な学習の

時間」の授業時間数が近年、削減されている所も

ある。例えば、そうした学校の一つは、削減した

時数分を生活単元学習に当てていた。これから、

｢総合的な学習の時間」と「生活単元学習」にお

ける学習内容の相違について、まだ明確になって

いない学校があると考えられる。従って、それぞ

れの学校で、「総合的な学習の時間」のねらいの

共通理解を図叺その上でねらいを汲んだ学習内

容の検討を重ねることが重要となると考えられる。

こうして、沖縄県で2000年に導入された「総合

的な学習の時間」は、学校現場で試行錯誤が繰り

返され、2003年からやがて学習内容の定着がみら

れるようになった。しかし、2007年にこの「総合

的な学習の時間」が削減されるという方針が出さ

れた。現行学習指導要領が1999年に告示されてか

ら、わずか８年を経ての改訂となる。今回の結果

から、学校現場では学習内容について未だまとまっ

ていない所もあることから改訂は時期尚早であり、

Ｆ養護学校

平成１５年度から学習指導要領の「総合的な学習

の時間」における内容の例示とされる『交流』

『国際理解』等に対応して定着してきた。特に

『地域交流』が中心となった。

Ｇ養護学校

平成14年度から、学習指導要領の「総合的な学

習の時間」における内容の例示とされる『体験的

な学習』『地域の特色』『交流』『興味・関心』等

の内容に対応して定着してきた。また特に、この

学校の特色として、サツマイモを収種し、みんな

で楽しく食べる「やきいも会」が平成16年度から

設定された。

本論文のまとめと今後の課題

沖縄県におけるそれぞれの知的障害養護学校、

中学・高等部において「総合的な学習の時間」は

平成12年度（2000）から導入された。学習指導要

領によると、中学部は、平成11年度（1999）に告

示、平成14年度（2002）から実施、高等部平成１１

年度（1999）に告示、平成15年度（2003）から実

施となっていることから、沖縄県の実施は、移行

措置の期間から開始されたことになる。

導入された平成12年度の「総合的な学習の時間」

の内容は、平成11年度の、教科や領域・教科を合

わせた指導の活動内容から「総合的な学習」に移

行されたことが分かった。これから考えられるこ

とは、「総合的な学習の時間」が導入された当初

は、学習指導要領の「総合的な学習の時間」の内

容の例示を参考に活動内容の決定が行われた可能

性が高いということである。例えば、「総合的な

学習の時間」に設定の多い「交流」は、平成11年

度告示の中学部における学習指導要領の「総合的

な学習の時間」における内容の例示に「交流活動」

とあり、これが設定の根拠となったことが考えら

れる。

そして、「総合的な学習の時間」の実施の年に

当たる、平成14年度からは、中学・高等部共に、

生活単元学習や作業学習の内容を引き継いだ単元

がある一方、他の領域や教科では見られない独自

の単元も学習活動として設定され、「総合的な学
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今の状況での削減はさらなる混乱を招くことが想

定される。児童・生徒に主体性・自主性といった

｢生きる力」を養うことを目的とする「総合的な

学習の時間」の重要性を今一度考え、どう捉える

かが今後必要となるだろう。
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